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二
〇
二
一
年
度
の
活
動

概　
要

史
料
編
纂
所
は
、
古
代
か
ら
明
治
維
新
期
に
い
た
る
前
近
代
の
日
本
史
史
料
を
研
究
す

る
東
京
大
学
の
附
置
研
究
所
で
あ
る
。
国
内
外
に
所
在
す
る
史
料
の
調
査
・
収
集
と
分
析

を
お
こ
な
い
、
こ
れ
を
日
本
史
の
基
幹
史
料
集
と
し
て
編
纂
・
公
開
し
て
い
る
。
一
九
〇

一
年
の
『
大
日
本
史
料
』『
大
日
本
古
文
書
』
の
刊
行
以
来
、
史
料
の
性
格
に
応
じ
て
新

し
い
書
目
を
加
え
つ
つ
、
約
一
二
〇
〇
冊
を
刊
行
し
て
き
た
。
研
究
部
は
、
教
授
二
一
、

准
教
授
一
九
、
兼
任
准
教
授
一
、
助
教
一
四
、
特
任
助
教
一
、
客
員
教
授
一
か
ら
成
り

（
二
〇
二
二
年
一
月
一
日
）、
あ
わ
せ
て
技
術
部
（
史
料
保
存
技
術
室
）、
図
書
部
、
事
務

部
を
擁
し
て
い
る
。

昨
年
度
に
続
き
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
制
限
を
設
け

ざ
る
を
得
な
い
一
年
と
な
っ
た
。
東
京
都
へ
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
・
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
等
に
対
応
し
て
、
東
京
大
学
の
活
動
制
限
指
針
は
、
レ
ベ
ル
Ｂ
「
研
究
活
動
は
続

行
で
き
る
が
、
感
染
拡
大
に
最
大
限
の
配
慮
を
し
つ
つ
、
人
と
の
接
触
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
」、
も
し
く
は
レ
ベ
ル
Ａ
「
感
染
拡
大
に
最
大
限
の
配
慮
を
し
て
、
研

究
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
が
適
用
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
二
年
目
と
な
り
、
出
勤

と
在
宅
勤
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
、
活
動
を
維
持
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
。
一
〇
月
以
降
、
感
染
者
数
の
減
少
を
受
け
て
、
史
料
調
査
や
研
究
集

会
・
講
演
会
等
の
開
催
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
再
開
さ
れ
、
延
期
が
繰
り
返
さ
れ
て

き
た
外
国
人
研
究
員
の
受
け
入
れ
等
も
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、

そ
の
後
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
に
よ
る
感
染
者
数
の
劇
的
拡
大
に
よ
っ
て
、
対
面
で
予

定
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行
や
延
期
、
ま
た
、
一
一
月
末
か
ら
外
国

人
の
新
規
入
国
停
止
の
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
、
来
日
希
望
の
外
国
人
研
究
員
に
と
っ
て

も
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
続
く
こ
と
で
、
日
本
史
研
究

を
志
す
外
国
人
研
究
者
の
意
欲
が
萎
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

二
〇
二
〇
年
六
月
に
着
工
し
た
本
館
の
耐
震
改
修
工
事
は
、
予
定
通
り
二
〇
二
一
年
三

月
末
に
完
了
し
た
。
退
避
し
て
い
た
研
究
室
や
事
務
・
図
書
関
連
の
執
務
室
、
資
材
等
に

関
し
て
は
、
六
月
末
ま
で
に
本
館
に
帰
還
し
、
そ
の
後
の
整
備
事
業
等
も
七
月
ま
で
に
完

了
し
た
。
ま
た
、
撮
影
ス
タ
ジ
オ
の
改
修
工
事
を
二
〇
二
一
年
度
に
実
施
し
、
一
二
月
に

完
了
し
た
。
最
新
の
技
術
に
対
応
し
た
設
備
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
史
料
保
存
や
画
像

史
料
関
係
の
活
動
・
研
究
の
進
展
が
お
お
い
に
期
待
さ
れ
る
。

史
料
編
纂
所
は
、
基
幹
史
料
集
の
編
纂
・
刊
行
に
よ
っ
て
前
近
代
日
本
史
研
究
の
基
礎

を
支
え
る
と
と
も
に
、
蓄
積
し
た
史
料
情
報
や
研
究
の
成
果
を
幅
広
く
学
界
・
市
民
に
提

供
・
発
信
す
る
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
は
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源

化
に
関
す
る
研
究
拠
点
」
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
今
年
度
は
第
三
期
の
期
末
評
価
と
第

四
期
（
二
〇
二
二
～
二
〇
二
七
年
度
）
に
向
け
て
の
審
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

本
拠
点
は
Ｓ
評
価
を
獲
得
し
、
第
四
期
の
継
続
も
認
定
さ
れ
た
。
第
四
期
に
は
東
京
大
学

に
お
け
る
唯
一
の
文
系
拠
点
と
な
る
。
第
四
期
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
学
界
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
継
続
認
定
の
た
め
の
要
望
書
を
お
願
い
し
、
一
般
財
団
法
人
東
方
学
会
・
日
本
古

文
書
学
会
・
情
報
知
識
学
会
・
東
北
史
学
会
・
史
学
研
究
会
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学

会
・
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
・
日
本
史
研
究
会
・
一
般
財
団
法
人
歴
史
科
学
協
議
会
・

公
益
財
団
法
人
史
学
会
・
大
阪
歴
史
学
会
・
日
本
歴
史
学
会
・
早
稲
田
大
学
史
学
会
・
歴

史
学
研
究
会
・
地
方
史
研
究
協
議
会
・
広
島
史
学
研
究
会
・
日
本
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
ズ
学
会
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
一
八
の
学
会
等
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。
各

学
会
等
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

二
〇
二
一
年
末
の
段
階
で
、
閲
覧
室
の
端
末
や
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
史
料
画

像
は
約
二
〇
二
二
万
件
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
ウ
ェ
ブ
閲
覧
数
は
大
き
く
伸
び
、

月
間
平
均
八
二
万
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
三
〇
種
を
超
え
る
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
デ
ー
タ
総
数
六
六
七
万
件
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
も
コ
ロ
ナ
前
（
二
〇
一
九
年
）
に
比
べ

一
一
四
％
の
年
間
四
四
二
万
件
と
な
っ
た
。
二
〇
一
九
年
一
〇
月
か
らJSPS

の
委
嘱
を
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受
け
て
実
施
し
て
い
る
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
で
は
、
史
料

編
纂
所
が
人
文
系
唯
一
の
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
中
間
評
価
で
は
総
合

Ｓ
評
価
を
与
え
ら
れ
た
。
多
数
の
史
料
所
蔵
機
関
と
連
携
し
て
、
史
料
画
像
の
ウ
ェ
ブ
公

開
を
進
め
て
お
り
、
本
所
の
情
報
基
盤
が
多
様
な
所
蔵
機
関
の
史
料
情
報
の
公
開
・
保
全

の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

史
料
編
纂
所
の
研
究
者
は
、
個
人
お
よ
び
各
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
共
同
研
究
な

ど
、
多
様
な
研
究
活
動
に
従
事
し
、
ま
た
、
大
学
で
の
学
部
・
大
学
院
教
育
へ
の
参
画

や
、
Ｐ
Ｄ
や
若
手
・
外
国
人
研
究
者
の
受
け
入
れ
を
通
じ
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
日
本
史

研
究
者
の
育
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
研
究
所
の
基
幹
史
料
集
や
、
個
人
・
チ
ー
ム
に
よ

る
研
究
成
果
（
著
作
）
の
一
部
は
、
東
京
大
学
の
サ
イ
ト
「
東
京
大
学
教
員
の
著
作
を
著

者
自
ら
が
語
る
広
場　

U
T

okyo�BiblioPlaza

」
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

研
究
事
業
の
多
岐
に
わ
た
る
展
開
を
支
え
る
た
め
、
二
〇
一
九
年
度
に
Ｉ
Ｒ
・
広
報
室

を
設
置
し
、
研
究
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
四
月
に
「
歴
史
を
編
む
」

と
い
う
本
所
の
基
幹
事
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
定
、
利
用
を
開
始
し
た
。

所
長
交
代
に
伴
い
、
毎
年
度
作
成
し
て
い
る
和
文
要
覧
・
英
文
要
覧
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
究
広
報
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
従
来
の
本
所
Ｈ
Ｐ
・

T
w

itter

で
の
広
報
に
加
え
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
・
大
学
本
部
広
報
で
の
情
報
発
信
を
行

っ
た
。
所
報
・
紀
要
の
編
集
作
業
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
本
所
は
国
立
大
学
附
置
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
会
議
第
三
部
会
（
人
文
・
社
会

系
）
の
二
〇
二
一
年
度
部
会
長
を
つ
と
め
た
。
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
、
デ

ー
タ
駆
動
型
歴
史
情
報
研
究
基
盤
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｉ
Ｒ
・
広
報
室
の
協
力
に
よ

り
、
一
〇
月
二
九
日
に
第
三
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
・
社
会
科
学
と
イ
ン
フ
ラ
化
す

る
研
究
デ
ー
タ
」
を
開
催
し
た
。

二
〇
二
一
年
度
は
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
が
、
六
年
間
の
総

括
を
す
る
べ
き
年
度
末
に
い
た
っ
て
、
再
び
コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
の
局
面
を
迎
え
た
。
非

常
に
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
が
、
研
究
事
業
の
維
持
・
充
実
を
図
り
つ
つ
、
第
四
期
で
の

発
展
に
向
け
て
努
力
を
続
け
た
。

【
史
料
集
の
編
纂
と
出
版
】

史
料
編
纂
所
は
、
古
代
史
料
部
門
、
中
世
史
料
部
門
、
近
世
史
料
部
門
、
古
文
書
・
古

記
録
部
門
、
特
殊
史
料
部
門
を
置
き
、
部
門
ご
と
に
担
当
の
基
幹
史
料
集
を
定
め
て
い

る
。
二
～
三
人
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
編
纂
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
二
～
三
年
の
周
期
で
編

纂
・
出
版
を
継
続
し
、
現
在
の
書
目
は
三
〇
を
超
え
る
。

本
年
度
は
、
次
の
史
料
集
な
ど
の
刊
行
を
進
め
た
。

『
大
日
本
史
料　

第
五
編
之
三
十
七
』

『
大
日
本
史
料　

第
八
編
之
四
十
四
』

『
大
日
本
近
世
史
料　

細
川
家
史
料
之
二
十
七
』

『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
十
六　

島
津
家
文
書
之
七
』

『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
十�

東
寺
文
書
之
十
八
』

『
大
日
本
古
記
録　

平
記　

上
』

『
大
日
本
古
記
録　

中
院
一
品
記　

下
』

『
日
本
関
係
海
外
史
料　

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
集　

原
譯
文
編
之
五
』

『
日
本
関
係
海
外
史
料　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記　

譯
文
編
之
十
三　

上
』

現
在
、
編
纂
を
継
続
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
『
大
日
本
維
新
史

料
』『
正
倉
院
文
書
目
録
』『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』
な
ど
が
あ
る
。
基
幹
史
料
集
の
編
纂

事
業
を
ベ
ー
ス
に
、
国
内
外
の
組
織
的
系
統
的
な
史
料
調
査
・
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
出
張
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
が
、
採

訪
先
と
十
分
に
調
整
の
う
え
、
感
染
対
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
。
二
〇
二
一
年
度
の
史
料

採
訪
の
う
ち
、
計
三
一
件
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

【
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
の
活
動
】

二
〇
二
一
年
度
の
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
で
は
、
絵
画
史
料
・
画
像
史
料
・
古
文
書

画
像
の
三
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
一
三
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
研
究
活
動
を
行
っ
た
。
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
と
す
る
史
料
は
多
岐
に
わ
た
り
、
荘
園
絵
図
、
合
戦
図
、
肖
像
画
、

都
市
図
、
地
震
関
係
絵
画
、
正
倉
院
宝
物
図
（
以
上
絵
画
史
料
）、
古
写
真
、
摺
物
、（
以

上
画
像
史
料
）、
花
押
、
く
ず
し
字
、
台
紙
付
写
真
・
ガ
ラ
ス
乾
板
、
金
石
文
拓
本
（
以

上
古
文
書
画
像
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
荘
園
絵
図
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
度
末
に
『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』

釈
文
編
三
（
中
世
二
）
の
刊
行
を
見
た
。
ま
た
、『
絵
図
聚
影
』
編
纂
の
過
程
で
発
掘
し
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た
史
料
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
で
は
特
別
展
「
武
蔵
国
鶴
見
寺

尾
郷
絵
図
の
世
界
」
を
開
催
し
た
（
二
〇
二
一
年
三
月
二
六
日
～
五
月
二
三
日
）。
同
展

は
同
県
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
た
。

本
所
所
蔵
の
肖
像
画
模
本
や
写
真
乾
板
類
に
も
、
本
セ
ン
タ
ー
と
し
て
関
心
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
所
が
史
料
の
収
集
・
蓄
積
を
開
始
し
た
の
は
、
前
身
機
関
か
ら
数

え
れ
ば
一
三
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
、
模
本
や
乾
板
の
な
か
に
は
修
理
・
保
全
の
処
置

を
必
要
と
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
本
年
度
に
お
い
て
も
、
ガ
ラ
ス
乾
板
の
保
全
作
業

を
、
民
間
業
者
の
工
房
に
委
託
し
て
進
め
て
い
る
。

本
所
所
蔵
「
正
保
琉
球
国
絵
図
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に

お
い
て
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
実
施
し
、
こ
れ
を
も
ふ
ま
え
て
、
同
館
で
は
特
集
展
示

「
海
の
帝
国
琉
球
」
を
開
催
し
た
。
本
年
度
は
、
同
絵
図
お
よ
び
同
じ
く
本
所
所
蔵
「
倭

寇
図
巻
」
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
、
本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
デ
ジ

タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
た
。
本
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
本
所
で

の
画
像
公
開
方
法
と
し
て
は
、
新
し
い
試
み
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
詳
細
を
紹

介
す
る
公
開
研
究
集
会
「
新
た
な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ
タ
ル
連
携
」
を
開
催
し
（
前
近

代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
）、
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
中
核
を
担
っ
た
情
報

国
際
セ
ン
タ
ー
・
中
村
覚
助
教
な
ど
が
報
告
を
行
っ
た
。

本
所
の
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
（SH

IPS

）
上
に
は
、
上
記
の
ほ
か
に
も
、
画
像
史

料
に
関
す
る
多
様
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
画
像
や
そ
の
メ
タ
デ
ー
タ
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
広
く
共
有
す
る
た
め
に
、
他
機
関
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
機
能
改
善
や
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
追

加
・
変
更
を
日
常
的
に
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、「
花
押
カ
ー
ド
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
の
停
止
と
「
花
押
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
新
規
公
開
、「
電
子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」・「
木
簡
庫
」
連
携
検
索
の
停
止
と
「
史
的
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
検
索
シ

ス
テ
ム
」
へ
の
機
能
統
合
な
ど
を
実
施
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究
成
果
報
告
お
よ
び
活
動
記
録
の
場
と
し
て
、『
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
を
発
行
し
て
い
る
。
本
年
度
は
第
九
二

～
九
五
号
を
発
行
し
た
。
本
『
通
信
』
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
、
東
京
大
学
学
術
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（https://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

）
に
お
い
て
、
近
刊
分
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
着
手
し
て
い
る
。
本
年
度
も
こ
れ
を
継
続
し
、
現
在
八
七
～
九

四
号
を
、
同
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
い
読
者
へ
の
発
信
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
精
細
な
画
像
を
よ
り
制
約
が
少
な
く
掲
載
で
き
る
紙
媒
体
も
維
持

し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

【
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
の
活
動
】

前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
史
料
情
報
集
約
化
ユ
ニ
ッ
ト
、
史
料
情
報

資
源
化
ユ
ニ
ッ
ト
、
歴
史
知
識
高
度
利
用
化
ユ
ニ
ッ
ト
の
三
つ
の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
け

て
歴
史
情
報
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
四
月
よ
り
原
本
史
料
情
報
資
源
化
ミ

ニ
ユ
ニ
ッ
ト
を
付
設
し
、
二
〇
二
一
年
四
月
か
ら
は
「
デ
ー
タ
駆
動
型
歴
史
情
報
研
究
基

盤
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
デ
ー
タ
駆
動
型
Ｐ
Ｊ
）
を
開
始
し
た
。

原
本
史
料
情
報
資
源
化
ミ
ニ
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
端
は
、
史
料
調
査
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
（『
古
文
書
を
科
学
す
る　

料
紙
分
析
は
じ
め
の
一
歩
』
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
研
究
成
果
報
告
書
二
〇
二
一
―
九
）
と
し
て
公
表
し
た
。
デ
ー
タ
駆
動
型
Ｐ
Ｊ
で
は
、

画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
て
研
究
を
進
め
、
一
二
月
に
本
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
よ
り
、「
正
保
琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
「
倭

寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
追
加
公
開
し
た
。

本
館
の
耐
震
改
修
工
事
と
の
関
係
で
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
半
年
間
延
期
さ
れ
て
い
た

「
史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
」（SH

IPS

）
の
リ
プ
レ
ー
ス
は
七
月
末
に
完
了

し
、
八
月
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
利
用
を
中
核
と
し
た
新
シ
ス
テ
ム
の
稼

働
を
開
始
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
新
た
な
公
開
検
索
シ
ス
テ
ム
も
二
月
末
に
公
開
し

た
。SH

IPS

の
管
理
・
運
用
は
、
引
き
続
き
情
報
支
援
室
を
中
心
と
し
た
体
制
で
行
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
五
月
に
は
、
本
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
実
施
し
た
。

ま
た
、
史
料
編
纂
所
は
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
日
本
学
術
振
興
会
（JSPS

）
の
人
文

学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
（
以
下
、
デ
ー
タ
イ

ン
フ
ラ
事
業
）
に
お
け
る
人
文
学
唯
一
の
拠
点
機
関
に
認
定
さ
れ
、
最
高
ラ
ン
ク
Ｓ
の
中

間
評
価
を
受
け
て
い
る
。
本
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
①
デ

ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
の
強
化
（
共
有
化
）、
②
海
外
発
信
・
連
携
機
能
の
強
化
（
国
際

化
）、
③
デ
ー
タ
間
の
連
携
を
可
能
に
す
る
環
境
の
整
備
（
連
結
化
）
の
取
り
組
み
を
、

以
下
の
通
り
実
施
し
た
。

①
共
有
化
で
は
、
日
本
学
術
振
興
会
と
国
立
情
報
学
研
究
所
（N

II

）
に
よ
り
一
一
月
か
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ら
本
格
運
用
さ
れ
て
い
る
人
文
学
・
社
会
科
学
総
合
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
（JD

Cat

）

に
、
備
後
福
山
阿
部
家
史
料
の
メ
タ
デ
ー
タ
七
七
四
件
を
提
供
し
て
公
開
し
た
。
史
料

調
査
デ
ー
タ
を
長
期
保
存
・
長
期
利
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
環
境
整
備
と
し
て
は
、

リ
プ
レ
ー
ス
を
機
に
、
従
来
の
「
採
訪
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
改
修
し
、O

A
IS

（O
pen�A

rchival�Inform
ation�System

）
参
照
モ
デ
ル
に
準
拠
し
て
、「
史
料
画
像

デ
ジ
タ
ル
化
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
・
導
入
し
た
。IIIF

（
ト
リ
プ
ル
ア
イ
エ

フ
、International�Im

age�Interoperability�Fram
ew

ork

）
に
対
応
し
た
史
料

画
像
情
報
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
七
月
か
ら
宮
崎
県
都
城
市
及
び
都
城
島
津
邸
と
連
携

し
て
都
城
島
津
邸
所
蔵
史
料
の
画
像
を
、
一
二
月
か
ら
は
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
と

連
携
し
て
同
館
所
蔵
東
寺
文
書
の
画
像
を
、H

i-CA
T

�Plus

よ
り
ウ
ェ
ブ
公
開
し
た
。

②
国
際
化
で
は
、
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
Ｐ
Ｊ
と
連
携
し
て
、
維
新
史
料
綱

要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
英
訳
化
と
史
料
用
語
・
歴
史
用
語
の
英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
を

進
め
、
一
二
月
一
一
日
に
国
際
研
究
集
会
「
維
新
史
料
研
究
と
国
際
発
信
」
を
開
催
し

た
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
共
有
・
利
活
用
に
関
し
て
、
第
一
一
回
日
本
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
年
次
大
会
（JA

D
H

2021

、
九
月
六
日
～
八
日
）
を
、
本
セ
ン
タ
ー

の
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
た
ほ
か
、
第
三
一
回
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
年

次
大
会
（EA

JRS2021

、
九
月
一
五
日
～
一
八
日
）、
ア
ジ
ア
研
究
協
会
二
〇
二
一
年

度
年
次
大
会
（A

A
S2022

、
三
月
二
四
日
～
二
七
日
）
に
参
加
し
て
報
告
を
行
い
、

国
内
外
へ
情
報
発
信
し
た
。

③
連
結
化
で
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
連
携
し
て
環
境
整
備
を
進
め
、
従
来
の
「
電
子

く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
「
木
簡
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
木
簡
字
典
」
の
連

携
検
索
を
、
八
月
か
ら
「
史
的
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
切
り
替

え
た
。

【
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
活
動
】

史
料
編
纂
所
は
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究

拠
点
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
研
究
拠
点
は
、

研
究
資
源
と
そ
の
利
用
手
段
の
充
実
に
よ
っ
て
日
本
史
研
究
の
発
展
を
願
う
研
究
者
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
要
望
に
こ
た
え
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
研
究
資
源
に
加
え
、
国
内
外
に

存
在
す
る
日
本
関
係
史
料
に
つ
い
て
、
国
内
外
の
研
究
者
と
共
同
調
査
・
共
同
研
究
を
行

い
、
全
体
的
・
系
統
的
な
研
究
資
源
の
蓄
積
と
共
同
利
用
を
促
進
し
、
史
料
学
研
究
・
日

本
史
研
究
の
質
の
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
特
定
共
同
研
究
と
一
般
共
同
研
究
と
を
行
っ
て
い
る
。
特

定
共
同
研
究
は
、
古
代
史
料
領
域
・
中
世
史
料
領
域
・
近
世
史
料
領
域
・
海
外
史
料
領

域
・
複
合
史
料
領
域
の
五
つ
の
領
域
ご
と
に
拠
点
が
設
け
た
課
題
に
つ
き
共
同
研
究
者
を

公
募
す
る
。
一
般
共
同
研
究
は
課
題
・
共
同
研
究
者
を
公
募
す
る
。
応
募
さ
れ
た
課
題

は
、
学
外
委
員
が
過
半
数
を
占
め
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
協
議
会
に
お
い
て
、
審
査
基

準
に
則
っ
た
評
価
を
も
と
に
審
議
採
択
さ
れ
て
い
る
。

国
立
大
学
法
人
の
第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
最
終
年
度
と
な
っ
た
本
年
度
は
、
五
三
名

の
所
外
研
究
者
の
参
加
に
よ
る
五
件
の
特
定
共
同
研
究
課
題
と
、
の
べ
六
七
名
の
所
外
研

究
者
・
の
べ
三
六
名
の
所
内
研
究
者
の
参
加
に
よ
る
一
五
件
の
一
般
共
同
研
究
課
題
を
遂

行
し
た
。
前
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
な
か
、

特
集
展
示
「
海
の
帝
国
琉
球
―
八
重
山
・
宮
古
・
奄
美
か
ら
み
た
中
世
―
」（
二
〇
二
一

年
三
月
一
六
日
～
五
月
九
日
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）、
特
別
展
「
よ
み
が
え
る
承
久

の
乱
―
後
鳥
羽
上
皇�

vs�

鎌
倉
北
条
氏
―
」（
四
月
六
日
～
五
月
二
三
日
〈
緊
急
事
態
宣

言
に
伴
い
四
月
二
四
日
で
閉
幕
〉、
京
都
文
化
博
物
館
）、
企
画
展
示
「
獅
子
奮
迅
！

般

若
寺
と
般
若
寺
村
の
歴
史
―
般
若
寺
所
蔵
の
歴
史
資
料
か
ら
―
」（
六
月
一
五
日
～
七
月

二
五
日
、
奈
良
市
史
料
保
存
館
）、
特
別
展
「
よ
み
が
え
る
中
世
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」（
一

〇
月
一
日
～
一
一
月
二
八
日
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）、
特
別
展
「
都
の
神�

や
し
ろ
と

ま
つ
り
―
世
界
遺
産
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）
の
至
宝
―
」（
二
〇
二
二
年
一
月

二
七
日
～
三
月
二
十
六
日
、
國
學
院
大
學
博
物
館
）
な
ど
の
展
示
を
通
じ
て
成
果
を
公
開

し
た
。
研
究
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
多
く
、
金
子
拓
「
賀
茂
別
雷
神
社
と
最
長
寿
寺
」

（『
國
學
院
雑
誌
』
一
二
二
巻
一
一
号
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
を
は
じ
め
と
し
た
論
文
の

ほ
か
一
二
冊
の
研
究
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
史
料
の
目
録
・
画
像
に
つ
い
て
は
、
図

書
閲
覧
室
や
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
通
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、

研
究
成
果
の
公
開
・
社
会
還
元
を
進
め
て
い
る
。

【
特
定
事
業
費
、
競
争
的
資
金
お
よ
び
学
内
連
携
研
究
機
構
に
よ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

一　
天
皇
家
・
公
家
文
庫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
〇
〇
七
～
一
一
年
度
学
術
創
成
研
究
費
「
目
録
学
の
構
築
と
古
典
学
の
再
生
」
と
二
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〇
一
二
～
一
六
年
度
基
盤
研
究
S
「
日
本
目
録
学
の
基
礎
確
立
と
古
典
学
研
究
支
援
ツ
ー

ル
の
拡
充
」
を
継
承
す
る
、
二
〇
一
七
～
二
一
年
度
基
盤
研
究
S
「
天
皇
家
・
公
家
文
庫

収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進
展
―
知
の
体
系
の
構
造
伝
来
の
解
明
」

（
研
究
代
表
者
：
田
島
公
教
授
）
は
最
終
年
度
を
迎
え
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
五
年
間
の

予
定
の
概
算
要
求
事
項
「
天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究

拠
点
創
設
」
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
か
ら
開
始
し

た
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
「
家
分
け
本
」
五
六
万
九
二
三
画
像
お
よ
び
山
口

県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
萩
藩
明
倫
館
旧
蔵
今
井
似
閑
本
三
万
二
三
七
二
画
像
のH

i-CA
T

�
Plus

か
ら
の
ウ
ェ
ブ
公
開
は
、
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
安
定

的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。
二
年
目
を
迎
え
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
外
出
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
研
究
者
や
学
生
・
院
生
を
中
心
に
、
閲
覧
の
ア
ク
セ
ス
件
数
を
順
調
に
伸
ば
し
、

二
〇
二
一
年
三
月
か
ら
二
〇
二
二
年
三
月
末
の
約
一
三
ヵ
月
だ
け
で
も
一
七
万
五
七
五
件

の
ア
ク
セ
ス
数
を
記
録
し
た
。
今
年
度
は
、
二
月
よ
り
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
柳
原
家
本

五
一
八
件
七
万
七
三
〇
画
像
の
公
開
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
書
陵
部
と
岩
瀬
文
庫

に
分
蔵
さ
れ
た
柳
原
家
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
が
実
現
す
る
な
ど
、
六
六
万
四
〇
二

五
画
像
を
ウ
ェ
ブ
公
開
し
、
日
本
史
や
日
本
文
学
等
の
研
究
者
・
学
会
に
大
き
く
貢
献
す

る
こ
と
に
な
っ
た
（
来
年
度
に
は
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
の
柳
原
家
本
二
四
〇

五
画
像
の
公
開
も
予
定
）。
さ
ら
に
本
年
度
は
書
陵
部
所
蔵
平
田
家
本
・
久
我
家
本
・
壬

生
家
本
・
庭
田
家
本
・
土
御
門
家
本
な
ど
の
近
世
公
家
日
記
、「
中
井
家
文
書
」
の
帳
簿

類
（
寛
政
度
の
半
分
と
安
政
度
の
全
て
）、
九
条
家
本
、
伏
見
宮
家
本
（
共
に
新
規
整
理

分
）、
特
函
本
な
ど
一
六
万
一
三
六
四
画
像
の
ウ
ェ
ブ
公
開
の
準
備
を
完
了
し
た
。
新
規

に
、
宮
内
庁
侍
従
職
管
理
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
本
・
同
別
置
本
五
万
一
六
五
二
画
像
の

閲
覧
室
公
開
準
備
作
業
を
完
了
し
た
。

ま
た
、
一
二
月
一
八
日
に
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
に
日
本
史
や
建
築
史
の
研
究

者
・
大
学
院
生
約
七
〇
名
が
集
い
、
対
面
で
第
二
回
国
際
研
究
集
会
「
御
所
（
宮
殿
）・

邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と
新
天
地
」
を
開
催
し
た
。「
発
掘
調
査
の
成
果
・
文
献
史

料
の
見
直
し
・
復
古
建
築
と
の
比
較
に
よ
る
、
平
安
期
の
宮
殿
（
内
裏
・
里
内
裏
）・
寺

院
造
営
の
最
新
研
究
」（
午
前
）、「
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
『
中
井
家
文
書
』

の
新
知
見
と
東
ア
ジ
ア
建
築
生
産
史
と
工
匠
史
料
の
展
望
」（
午
後
）
を
テ
ー
マ
に
一
一

本
の
報
告
を
行
い
（
中
国
・
韓
国
の
研
究
者
はZoom

参
加
）、「
報
告
集
」
も
同
日
刊
行

し
た
。
い
ず
れ
も
建
築
史
と
文
献
史
学
が
見
事
に
融
合
し
た
報
告
で
あ
っ
た
。
一
方
、
基

盤
研
究
A
「
摂
関
家
伝
来
史
料
群
の
研
究
資
源
化
と
伝
統
的
公
家
文
化
の
総
合
的
研
究
」

（
研
究
代
表
者
：
尾
上
陽
介
）
と
も
連
携
し
、
二
月
五
日
「
陽
明
文
庫
資
料
か
ら
の
新
発

見
Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
で
第
一
二
回
陽
明
文
庫
講
座
を
予
定
し

て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
第
六
波
の
拡
大
に
よ
り
、
開
催
を
延
期
し

た
。
し
か
し
、
当
日
に
『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
』
三
は
刊
行
し
、
講
演
者
の
報
告
三
件
に

加
え
一
二
件
の
史
料
紹
介
を
収
録
し
た
。

そ
の
他
、
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
後
三
条
天
皇
撰

『
院
御
書
』
の
除
目
儀
部
分
を
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
『
除
秘
鈔
』
に
見
出

し
、
影
印
・
解
説
・
翻
刻
を
公
開
し
、
更
に
紙
背
文
書
の
三
条
西
実
隆
・
公
条
の
許
に
送

ら
れ
た
書
状
も
紹
介
し
た
『
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
三
条
西
家
本
除
目
書
』（
八
木
書
店
、���

二
〇
二
一
年
五
月
）
の
刊
行
が
あ
る
。
刊
行
記
念
と
し
て
、
一
一
月
に
長
野
市
の
金
鵄
会

館
（
県
立
長
野
高
校
同
窓
会
館
）
に
て
三
条
西
家
本
除
目
書
・
同
紙
背
文
書
に
つ
い
て
六

回
に
わ
た
る
市
民
向
け
連
続
講
座
を
行
い
、
三
月
に
「
講
演
録
」
を
刊
行
し
た
。
こ
の

他
、
三
月
に
は
、
基
盤
研
究
S
の
総
ま
と
め
と
し
て
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
八
輯

（
思
文
閣
出
版
）、
最
終
報
告
書
を
刊
行
し
た
。

二　
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

史
料
編
纂
所
の
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
、
国
際
的
な
幕
末
維
新
期
研
究

の
基
盤
形
成
を
め
ざ
し
、
本
年
度
も
綱
文
デ
ー
タ
の
英
訳
事
業
を
進
め
た
。
外
国
人
研
究

員
の
参
加
を
得
て
デ
ー
タ
内
容
の
共
通
理
解
を
い
っ
そ
う
洗
練
さ
せ
、
デ
ー
タ
の
更
新
を

進
め
る
と
と
も
に
、
関
連
の
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
構
築
を
も
は
か
っ
て
い
る
。
現
在
維
新
史
料

綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
各
綱
文
デ
ー
タ
の
詳
細
表
示
画
面
上
に
そ
の
英
訳
を
並
記
し

て
表
示
し
（
英
訳
デ
ー
タ
は
登
録
済
み
の
部
分
の
み
）、
ま
た
同
英
語
版
のSum

m
ary�

database�of�the�Ishin�Shiryo

と
し
て
、
英
語
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
と
結
果
表
示

を
実
装
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
済
み
の
デ
ー
タ
の
み
が
検
索
可
能

で
あ
る
が
、
本
事
業
達
成
の
際
に
は
英
訳
デ
ー
タ
の
全
体
が
検
索
可
能
と
な
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
度
も
大
型
科
研
費
等
の
外
部
資
金
に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
て
、
本
事
業
の
進
捗
を
期
し
た
。
と
く
に
本
所
所
蔵
の
特
殊
蒐
書
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
史
談
会
本
の
撮
影
・
デ
ー
タ
化
を
推
進
し
て
い
る
。

前
年
度
に
引
き
続
き
在
外
外
国
人
研
究
者
の
協
力
を
得
て
国
際
研
究
集
会
を
開
催
し



� 東京大学史料編纂所報　第 57 号　2022 年 10 月 �（0000）6

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
流
行
が
、
国
際
交
流
に
と
り
大
き
な
障
碍
を
な
し
て

い
る
も
の
の
、
一
二
月
一
一
日
開
催
の
国
際
研
究
集
会
「
維
新
史
料
研
究
と
国
際
発
信
」

で
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
報
告
・
討
論
を
お
こ
な
い
、
合
衆
国
か
ら
の
参
加

も
得
て
活
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
年
度
は
、
横
浜
開
港
資
料
館
と
の
連
携
に
よ
る
フ
ラ
ン

ス
外
務
省
史
料
ほ
か
の
新
規
収
集
（
デ
ー
タ
ス
キ
ャ
ン
）
と
公
開
に
も
着
手
し
た
。
こ
れ

ま
で
史
料
編
纂
所
図
書
室
で
公
開
し
て
い
る
在
外
史
料
画
像
（H

I-CA
T

�plus

）
と
あ
わ

せ
、
今
後
さ
ら
な
る
包
括
的
な
検
証
が
展
望
で
き
る
。

三　
デ
ー
タ
駆
動
型
歴
史
情
報
研
究
基
盤
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

史
料
編
纂
所
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
（SH

IPS

）
は
、
古
代
か
ら
明
治
維
新
ま
で

の
、
目
録
・
全
文
・
画
像
・
史
料
・
歴
史
知
識
（
人
名
・
地
名
・
文
字
）
等
の
日
本
史
の

史
料
情
報
・
歴
史
情
報
を
対
象
に
し
た
三
〇
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
お
よ
び
約
二
〇
〇
〇

万
件
の
史
料
画
像
を
有
し
て
い
る
。
四
月
か
ら
開
始
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
採
訪
・
編

纂
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
史
料
編
纂
所
の
取
り
組
み
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
一
五
〇
年
に

わ
た
る
日
本
史
研
究
資
源
の
蓄
積
を
、
次
の
一
〇
〇
年
を
超
え
て
持
続
可
能
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
下
記
の
三
点
に
取
り
組
み
、Society5.0

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史

情
報
研
究
基
盤
を
構
築
す
る
。

①
デ
ー
タ
の
長
期
的
な
蓄
積
・
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
デ
ー
タ
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
：
史

料
編
纂
所
が
蓄
積
し
た
研
究
資
源
の
継
承
と
活
用
の
た
め
、
日
本
史
史
料
研
究
資
源
化
を

い
っ
そ
う
推
進
す
る
。
史
料
ご
と
の
史
料
目
録
・
史
料
画
像
・
来
歴
情
報
・
配
置
場
所
・

ア
ク
セ
ス
権
・
Ｉ
Ｄ
な
ど
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
さ
ら
に
図
録
用
撮
影
画
像
・
顕
微
鏡
撮

影
画
像
・
く
ず
し
字
画
像
な
ど
、
派
生
し
て
生
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
関
連
づ
け
て
管
理
可

能
な
史
料
デ
ー
タ
レ
ポ
ジ
ト
リ
を
構
築
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
に
採
訪
史
料
画
像
が
画

像
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
登
録
さ
れ
、
目
録
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
登
録
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
記

録
す
る
た
め
の
採
訪
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
一
〇
年
の
運
用
実
績
が
あ
る

が
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ウ
ェ
ブ
公
開
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
が
生

じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
デ
ー
タ
の
長
期
保
存
・
長
期
利
用
を
定
義
し
た
際
、
標
準
規
格
で

あ
るO

A
IS

参
照
モ
デ
ル
（Reference�M

odel�for�O
pen�A

rchival�Inform
ation�

System

）
に
基
づ
き
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
管
理
し
て
い
く
た
め
に
、
新
た
に
史
料
画
像
デ

ジ
タ
ル
化
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
事

業
と
協
働
し
て
進
め
て
い
る
。

②
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
最
大
限
の
利
活
用
を
は
か
る
デ
ー
タ
駆
動
型
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構

築
：
史
料
に
関
す
る
あ
る
デ
ー
タ
か
ら
、
次
々
と
数
珠
つ
な
ぎ
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
提

示
し
て
い
く
方
法
、
た
と
え
ば
、
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
制
限
さ
れ
な
い
、
よ
り

柔
軟
な
検
索
を
実
行
す
る
た
め
の
環
境
整
備
お
よ
び
実
装
を
行
う
。
具
体
的
に
はW

eb�
A

PI

（A
pplication�Program

m
ing�Interface

）
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
人
だ
け
で

な
く
、
機
械
も
利
用
可
能
・
可
読
と
な
る
デ
ー
タ
検
索
・
提
示
方
法
を
取
り
入
れ
、
デ
ー

タ
駆
動
型
検
索
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
す
。（
一
）
Ａ
Ｉ
に
よ
る
文
字
認
識
の
た
め
の

く
ず
し
字
学
習
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
構
築
、（
二
）
文
字
認
識
Ａ
Ｉ
に
よ
る
構
造
化
テ
キ
ス

ト
の
自
動
生
成
、（
三
）
地
名
・
人
名
等
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
化
・
オ
ン
ト
ロ
ジ
化
、
と
い
っ

た
Ａ
Ｉ
や
機
械
学
習
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
論
に
つ
い
て
検

討
・
実
現
し
て
い
く
。
研
究
成
果
と
し
て
「
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
や
「
正

保
琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
を
介
し
て
絵
図
等
を
閲
覧
す

る
だ
け
で
は
な
く
、W

eb�GIS

・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
と
の
連
動
や
デ
ジ
タ
ル
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
ウ
ェ
ブ
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
新
た
な
史

料
提
供
手
法
の
確
立
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
文
字
デ
ー
タ
の
精
密
化
を
進
め

る
た
め
の
文
字
入
力
支
援
ツ
ー
ル
、
中
世
史
料
を
対
象
と
し
た
Ａ
Ｉ
技
術
を
用
い
た
文
字

認
識
ツ
ー
ル
と
い
っ
た
先
進
的
な
取
り
組
み
に
も
着
手
し
て
い
る
。

③
国
際
発
信
力
の
抜
本
的
強
化
：
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
Ｐ
Ｊ
の
幕
末
維
新

史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
英
訳
化
や
英
訳
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
と
連
携
し
、
さ
ら
に
英
文
サ
イ

ト
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
世
界
へ
向
け
た
発
信
力
を
強
化
し
て
い
く
。
日
本
史
の
み
な
ら

ず
人
文
学
に
お
け
る
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
モ
デ
ル
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
。

四　
前
近
代
地
震
火
山
史
料
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

史
料
編
纂
所
で
は
、
現
在
、
地
震
研
究
所
と
連
携
し
て
前
近
代
の
地
震
史
料
を
研
究
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
件
実
施
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り
開
始
し
た
地

震
・
火
山
噴
火
予
知
研
究
協
議
会
史
料
・
考
古
部
会
の
研
究
課
題
「
文
献
史
料
に
よ
る
歴

史
地
震
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
公
開
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
既

刊
の
地
震
史
料
集
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
る
取
り
組
み
で
、
前
年
度

に
引
き
続
き
、『
増
訂
大
日
本
地
震
史
料
』『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
の
校
訂
と
電
子
化
を

実
施
し
、
本
年
度
を
も
っ
て
全
冊
の
テ
キ
ス
ト
化
が
完
了
し
た
。
一
二
月
に
「
地
震
史
料
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集
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
一
般
公
開
を
開
始
し
た
。
年
月
日
、
書
名
、
語
句

な
ど
に
よ
る
基
本
検
索
画
面
の
ほ
か
に
、
西
暦
の
年
月
ご
と
の
関
係
史
料
数
を
表
示
し
た

検
索
画
面
と
、
史
料
の
所
在
都
道
府
県
別
の
検
索
画
面
を
設
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
震

の
発
生
頻
度
の
時
間
的
推
移
や
地
域
別
の
概
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
は
史
料
中
の
地
名
に
位
置
情
報
を
付
与
し
て
、
地
震
を
感
知
し
た
場
所
を
検
索
し
、

か
つ
地
図
上
に
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
る
。
ま
た
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
終
え
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
史
料
原
文
と
対
照
さ
せ
て
、
史
料
の
校
訂
と

補
充
を
逐
次
実
施
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
史
料
編
纂
所
と
地
震
研
究
所
が
連
携
し
て
前
近
代
の
地
震
史
料
研
究
を
行

う
た
め
に
、
二
〇
一
七
年
度
よ
り
学
内
に
設
置
し
た
地
震
火
山
史
料
連
携
研
究
機
構
（
設

置
期
間
七
年
間
）
に
お
け
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
既
刊
・
未
刊
を
問
わ
ず
、
日

本
国
内
の
諸
地
域
に
お
け
る
有
感
地
震
記
録
を
定
点
観
測
的
に
収
集
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
特
に
一
九
世
紀
の
日
記
史
料
か
ら
有
感
地
震
記
事
を
収
集
し
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
既
刊
史
料
集
や
史
料
編
纂

所
架
蔵
史
料
か
ら
の
採
録
の
ほ
か
、
熊
本
市
で
の
史
料
調
査
を
行
い
、
国
文
学
研
究
資
料

館
で
閲
覧
可
能
な
各
地
の
藩
政
史
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
地
震
研
究
所
の
教
員
と
連

携
し
て
、
教
養
学
部
で
文
系
・
理
系
の
学
生
を
対
象
に
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
講
義
「
歴
史

資
料
と
地
震
・
火
山
噴
火
」
を
開
講
し
た
（
履
修
者
約
九
〇
人
）。

五　
連
携
研
究
機
構
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
文
学
の
振
興
を
目
指
し
て
二
〇
一
八
年
度
に
設
立
さ
れ
た
連
携
研
究
機
構
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
の
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
積
極
的
に
参
加
し
、
複
数
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
動
い
て
い
る
。
史
料
編
纂
所
と
の
共
催
に
よ
る
国
際
研
究
集
会
や
オ
ー

プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
、
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
積
極
的
に
支
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
外
部
経
費
等
を
得
た
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年

度
は
、
研
究
所
の
研
究
成
果
報
告
書
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
史
料
目
録
・
史
料
翻
刻
等
を
含

め
、
計
一
二
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

【
国
際
交
流
と
史
料
蒐
集
活
動
】

史
料
編
纂
所
で
は
、
早
く
か
ら
海
外
所
在
の
日
本
関
係
史
料
に
注
目
し
、
日
本
学
士

院
・
国
際
学
士
院
連
合
（U

A
I

）
な
ど
の
支
援
を
得
て
、
そ
の
調
査
・
蒐
集
を
行
っ
て
き

た
。
日
本
学
士
院
は
一
九
一
九
年
に
国
際
学
士
院
連
合
に
加
盟
し
、
共
同
研
究
活
動
に
参

画
し
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
一
九
二
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
海
外
に
お
け
る
未

刊
行
日
本
関
係
史
料
の
調
査
事
業
で
あ
る
。
本
所
は
一
九
五
四
年
か
ら
、
そ
の
一
環
で
あ

る
「
在
外
未
刊
行
日
本
関
係
史
料
の
複
本
作
成
事
業
」
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
一
月
に
、

本
所
と
日
本
学
士
院
と
の
共
催
で
、
日
本
学
士
院U

A
I

関
連
事
業
「
在
外
未
刊
行
日
本

関
係
史
料
蒐
集
事
業
」
一
〇
〇
周
年
・
日
蘭
交
渉
史
研
究
会
七
〇
周
年
を
記
念
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
関
係
海
外
史
料
蒐
集
事
業
の
足
跡
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

近
年
で
は
、
欧
米
で
の
調
査
に
加
え
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
や
ロ
シ
ア
の
関
係
機
関
と
の
交

流
も
深
め
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
お
け
る
調
査
・
蒐
集
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
中

国
・
韓
国
を
代
表
す
る
歴
史
研
究
編
纂
機
関
と
の
協
議
会
を
設
け
、
理
事
機
関
と
し
て
国

際
学
術
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
こ
の
分
野
で
の
学
術
・
研
究
交
流
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
。
た
だ
し
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
、
海
外
調
査
や
対
面
で
の
交
流
等
は
難
し
い

状
況
で
あ
っ
た
。

一
二
月
に
、
韓
国
の
東
国
大
学
校
文
化
学
術
院
と
学
術
交
流
・
研
究
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。
両
機
関
の
協
力
に
よ
っ
て
、
人
文
学
の
研
究
振
興
と
関
連
諸
研
究
の
発

展
を
目
指
す
。

【
貴
重
史
料
の
調
査
・
研
究
と
保
全
事
業
】

史
料
編
纂
所
は
多
く
の
貴
重
史
料
（
国
宝
一
件
・
重
要
文
化
財
一
九
件
を
含
む
原
本
史

料
二
〇
万
点
な
ど
）
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
適
切
な
保
存
管
理
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
史
料
に
つ
い
て
は
、
予
算
確
保
に
努
め
て
修
理
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
解
体
等
の
際
に
の
み
可
能
と
な
る
調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。
二
〇
二
一
年

度
に
は
以
下
の
事
業
を
行
っ
た
。

①
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
「『
原
本
史
料
情
報
解
析
』
の
方
法
に
よ
る
南
九
州
関
係
文
書
の

保
全
と
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
、
鹿
児
島
を
中
心
と
す
る
南
九
州
地
域
に
関

わ
る
原
本
史
料
の
保
全
・
研
究
・
社
会
還
元
事
業
を
進
め
て
い
る
。
史
料
保
存
技
術
室

で
は
、
二
〇
一
五
～
一
九
年
度
「
原
本
史
料
情
報
解
析
に
よ
る
複
合
的
史
料
研
究
の
創

成
事
業
」
の
一
環
と
し
て
開
始
し
た
『
島
津
家
文
書
』
の
修
理
を
継
続
し
て
お
り
、
二

〇
二
一
年
度
に
も
三
巻
（
文
書
八
一
点
）
の
解
体
修
理
と
料
紙
デ
ー
タ
の
採
集
を
行
っ

た
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
外
部
業
者
と
協
力
し
て
、『
入
来
院
家
文
書
』
三
巻
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（
文
書
四
一
点
）
に
つ
い
て
も
解
体
修
理
を
行
い
、
料
紙
デ
ー
タ
を
採
集
し
た
。

②
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
ガ
ラ
ス
乾
板
の
保
全

（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
状
態
調
書
の
作
成
）・
撮
影
・
養
生
（
包
材
・
保
存
箱
へ
の
収
納
）

を
、
当
該
技
術
の
強
化
を
図
る
民
間
業
者
に
依
頼
し
て
進
め
た
。

③
二
〇
二
一
年
度
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
猛
威
に
よ
り
、
閲
覧
室
を
閉
室
せ
ざ
る

を
得
な
い
期
間
が
発
生
し
た
。
あ
ら
た
め
て
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
る
中
、
今
年
度
も
東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
事
業
に
よ
り
、
史

料
編
纂
所
所
蔵
史
料
撮
影
シ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
（
4
×
5
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
四

〇
四
点
に
つ
い
て
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
既
存
の
史
料
編
纂
所
「
所
蔵
史
料
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
等
か
ら
、
こ
れ
ら
の
高
精
細
貴
重
史
料
画
像
の
ウ
ェ
ブ
公
開
を
進
め

て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
、
書
庫
環
境
の
整
備
の
た
め
に
、
二
〇
一
九
年
度
よ
り
「
貴
重
史
料
の
保

全
と
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究
基
盤
の
強
化
」
に
つ
い
て
学
内
で
予
算
を
獲
得
し
て
い

る
。
書
庫
設
備
の
更
新
や
書
庫
内
配
置
の
再
検
討
・
移
動
等
を
引
き
続
き
進
め
、
貴
重
史

料
の
保
存
と
整
理
の
た
め
の
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
捻
出
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、「
歴
史
資
料
を
未
来
に
伝
え
る
保
存
技
術
の
研
究
と
そ
の
共
有

化
」
と
し
て
東
京
大
学
未
来
社
会
協
創
推
進
本
部
の
登
録
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
教
員
と

と
も
に
、
修
補
・
撮
影
等
を
専
門
と
す
る
本
所
史
料
保
存
技
術
室
の
職
員
が
積
極
的
に
か

か
わ
り
、
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
さ
ら
に
史
料
の
管
理
・
保
全
全
般
を
担
う
図
書
部

も
、
史
料
の
整
理
・
登
録
や
画
像
公
開
・
史
料
利
用
者
へ
の
対
応
・
書
庫
の
環
境
整
備
な

ど
に
尽
力
し
て
い
る
。

【
未
来
社
会
協
創
推
進
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

二
〇
一
五
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
たSD

Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
、
指

定
国
立
大
学
の
課
題
と
し
て
、
東
京
大
学
に
設
置
さ
れ
た
未
来
社
会
協
創
推
進
本
部
の
も

と
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
史
料
編
纂
所
で
は
、「
日
本
各
地
域
の
文
化
資
源
保
全
と
地
域

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
構
築
へ
の
貢
献
」、「
歴
史
資
料
を
未
来
に
伝
え
る
保
存
技
術
の
研
究

と
そ
の
共
有
化
」「
デ
ー
タ
駆
動
型
歴
史
情
報
研
究
基
盤
の
構
築
」
の
三
件
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
登
録
し
て
活
動
し
て
い
る
。

【
社
会
連
携
・
公
開
・
発
信
】

史
料
編
纂
所
の
史
料
調
査
・
収
集
事
業
は
、
上
述
の
外
部
資
金
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
地
域
の
博
物
館
・
資
料
館

や
地
方
公
共
団
体
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
横
浜
開
港
資
料

館
・
秋
田
県
公
文
書
館
と
は
、H

i-CA
T

�Plus

に
よ
る
史
料
画
像
の
連
携
公
開
を
行
っ

て
お
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
英
国
外
務
省
文
書
に
加
え
、
仏
国
外
務
省
文
書
を
あ
ら
た
に

公
開
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
事
業

に
よ
っ
て
宮
崎
県
の
都
城
島
津
邸
所
蔵
史
料
や
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
所
蔵
東
寺
文
書

な
ど
の
画
像
の
連
携
公
開
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
大
き
く
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

市
民
へ
の
公
開
・
発
信
と
い
う
面
で
は
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
取
り
組
み
が
あ

っ
た
。
な
か
で
も
二
〇
一
六
年
以
来
、
文
京
ア
カ
デ
ミ
ア
講
座
（
文
京
ア
カ
デ
ミ
ー
主

催
、
史
料
編
纂
所
協
力
講
座
）
を
継
続
し
て
開
講
し
て
き
た
。
二
〇
二
一
年
度
は
「
史
料

編
纂
所
と
史
料
集
の
編
纂
―
刊
行
開
始
一
二
〇
周
年
を
む
か
え
て
―
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
前
期
（
五
～
六
月
）・
後
期
（
一
〇
～
一
一
月
）
各
五
回
を
実
施
し
た
。
前
期
は
オ

ン
ラ
イ
ン
、
後
期
は
対
面
と
し
た
が
、
い
ず
れ
も
本
来
の
定
員
の
半
分
の
人
数
で
募
集
を

行
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
、
名
古
屋
・
栄
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も
五
回
の
協
力
講
座
「
日

記
か
ら
よ
み
と
く
、
日
本
の
歴
史
」
を
実
施
し
た
。

【
教
育
へ
の
参
画
、
学
部
・
大
学
院
教
育
】

史
料
編
纂
所
の
教
員
は
、
本
学
の
人
文
社
会
系
研
究
科
（
日
本
史
学
、
文
化
資
源
学
）

や
大
学
院
情
報
学
環
・
学
際
情
報
学
府
に
お
け
る
大
学
院
教
育
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た

全
学
自
由
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
、
教
養
学
部
の
学
部
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
、
日
本
史
の
研
究
に
つ
い
て
の
Ｒ
Ａ
制
度
を
設
け
て
本
学
院
生
へ
の
研
究
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
教
員
は
、
学
外
の
国
公
私
立
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
兼
務
す
る

な
ど
、
幅
広
く
大
学
の
日
本
史
教
育
に
従
事
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
学
術
振
興
会
の

特
別
研
究
員
の
受
入
れ
や
、
海
外
か
ら
の
若
手
研
究
者
（
Ｄ
Ｃ
院
生
等
）
を
外
国
人
研
究

員
と
し
て
受
け
入
れ
る
な
ど
、
内
外
の
若
手
研
究
者
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。

【
教
員
評
価
、
外
部
評
価
】

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
は
、
研
究
所
の
当
該
年
度
の
各
種
の
研
究
活
動
を
集
約
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し
て
、
記
録
す
る
役
割
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
研
究
所
に
お
け
る
研
究
活
動
状
況
を
自

ら
点
検
・
総
括
す
る
自
己
評
価
活
動
の
媒
体
と
し
て
も
機
能
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

個
々
の
教
員
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
教
授
任
用
か
ら
一
〇
年
を
経
過
し
た
段
階
で
、
自

己
評
価
に
加
え
て
、
所
外
委
員
に
よ
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
（
二
〇
二
一
年
度
は
該
当
者

な
し
）。
ま
た
、
全
教
員
を
対
象
と
し
た
定
期
的
な
教
員
評
価
（
教
授
・
准
教
授
・
助
教

を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
原
則
と
し
て
三
年
で
一
巡
）
を
、
常
勤
教
員
五
名
を
対
象

と
し
て
実
施
し
た
。

�

（
文
責
：
所
長　

本
郷
恵
子
）

古
代
史
料
部
門

二
〇
二
一
年
度
の
刊
行
物
と
し
て
は
、
第
四
・
五
室
が
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
三

十
七
（
建
長
三
年
雑
載
）
を
刊
行
し
、
第
一
室
が
『
九
世
紀
編
年
史
料
（
貞
観
―
仁

和
）』
一
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
の
準
備
を
完
了
し
た
（
下
記
参
照
）。
ま
た
、
第
一
室
が

『
正
倉
院
文
書
目
録
』
九
（
続
々
修
四　

第
十
三
～
十
六
）・『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之

補
遺
の
、
第
二
室
が
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
三
十
三
の
、
第
三
室
が
『
大
日
本
史

料
』
第
三
編
之
三
十
一
・『
大
日
本
古
記
録
』
陽
明
文
庫
本
勘
例�
下
の
、
編
纂
を
行
っ

た
。
第
一
室
の
『
九
世
紀
編
年
史
料
』
は
、『
大
日
本
史
料
』
と
同
様
の
形
式
に
よ
る
九

世
紀
の
編
年
史
料
集
と
し
て
編
纂
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
公
開
を
開
始
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
デ
ー
タ
繋
留
型
編
纂
支
援
・
資
源
化
シ
ス
テ
ムM

ID
O

H
」
を

公
開
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
構
築
し
た
。M

ID
O

H

は
、『
大
日
本
史
料
』
や
自

治
体
史
等
の
編
年
体
史
料
集
の
公
開
・
資
源
化
と
、
編
纂
支
援
の
双
方
の
機
能
を
持
た
せ

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
既
存
・
新
規
双
方
の
編
纂
成
果
を
融
合
し
て
公
開
・
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、SH

IPS

の
公
開
用
画
面
更
新
等
と
の
関
係
で
、
公
開
開
始
は

二
〇
二
二
年
度
に
ず
れ
込
む
見
込
み
で
あ
る
。
更
に
「
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」、「
編
年
史
料
カ
ー
ド
」
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
各
室
の
デ
ー
タ
入
力
を
進
め
た
。

本
部
門
所
属
教
員
（
以
下
、
部
門
教
員
）
が
加
わ
っ
た
所
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
以

下
の
通
り
。

（
1
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
関
係
で
は
上
記
の
ほ
か
に
、「
中
世
記
録
人
名
索
引
」・「
奈
良
時

代
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
」・「
平
安
遺
文
フ
ル
テ
キ
ス
ト
」・「
肖
像
情
報
」・「
肖
像
画
模

本
」・「
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」・「
歴
史
絵
引
」・「
正
倉
院
文
書
マ
ル
チ
支
援

（
多
元
的
解
析
支
援
）SH

O
M

U
S

」・「H
i-CA

T
�Plus

（
禁
裏
公
家
文
庫
）」
等
を
行
っ
た
。

（
2
）
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究
拠

点
」
の
研
究
課
題
で
は
、
①
特
定
共
同
研
究
課
題
【
古
代
史
料
領
域
】「
小
川
八
幡
神
社

大
般
若
経
の
文
化
資
源
化
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
山
口
英
男
）、【
複
合
史
料
領
域
】「
東

ア
ジ
ア
の
合
戦
図
の
比
較
研
究
」、
②
一
般
共
同
研
究
課
題
「
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の

研
究
資
源
化
」（
所
内
担
当
者
：
稲
田
奈
津
子
）・「
中
・
近
世
畿
内
寺
院
史
料
の
調
査
・

研
究
と
研
究
資
源
化
―
大
和
元
興
寺
お
よ
び
和
泉
池
辺
家
史
料
を
中
心
と
す
る
―
」（
所

内
担
当
者
：
藤
原
重
雄
）・「「
院
号
定
部
類
記
」
の
共
同
利
用
に
向
け
て
の
調
査
・
研

究
・
公
開
―
東
山
御
文
庫
本
系
諸
本
を
中
心
に
―
」（
所
内
担
当
者
：
小
塩
慶
）・「
修
理

の
知
見
を
踏
ま
え
た
中
世
真
言
密
教
聖
教
・
紙
背
文
書
の
史
料
学
的
分
析
―
灌
頂
記
を
中

心
に
―
」（
所
内
担
当
者
：
堀
川
康
史
）
が
あ
る
。
な
お
、
上
記
①
「
小
川
八
幡
神
社
大

般
若
経
の
文
化
資
源
化
研
究
」
の
報
告
書
と
し
て
『
小
川
八
幡
神
社
大
般
若
経
調
査
概
報

二
〇
一
九
―
二
〇
二
一
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
書
二
〇
二
一
―
一

三
）、
二
〇
一
六
―
二
〇
一
八
年
度
特
定
共
同
研
究
【
古
代
史
料
領
域
】「
平
安
時
代
基
本

典
籍
・
記
録
類
の
史
料
学
的
再
検
討
」
の
報
告
書
と
し
て
『
平
安
時
代
典
籍
・
記
録
の
史

料
学
的
再
検
討
』（
同
二
〇
二
一
―
一
四
）
を
、
ま
た
、
上
記
②
の
う
ち
「「
院
号
定
部
類

記
」
の
共
同
利
用
に
向
け
て
の
調
査
・
研
究
・
公
開
」
の
報
告
書
と
し
て
、『「
院
号
定
部

類
記
」
に
関
す
る
研
究
』（
同
二
〇
二
一
―
一
七
）
を
、
刊
行
し
た
。

（
3
）
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
本
部
門
よ
り
研
究
代
表
者
を

務
め
る
も
の
と
し
て
、「
中
近
世
肖
像
画
研
究
」（
藤
原
重
雄
）・「
正
倉
院
宝
物
図
」（
稲

田
奈
津
子
）
が
あ
る
。

（
4
）
そ
の
他
、
①
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
編
纂
に
関
係
す
る
「
正
倉
院
文
書
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
担
当
：
第
一
室
）
お
よ
び
②
二
〇
二
〇
～
二
四
年
度
概
算
要
求
事
項
「
天
皇

家
・
公
家
の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
担
当
：
第
三
室
）
が
あ
り
、
本
部
門
と
密
接
に
関
係
す
る
。
上
記
②
「
天
皇
家
・
公
家

の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文
庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
」
及
び
後
掲
の
基
盤
研
究
S
の

研
究
成
果
と
し
て
、『
国
際
研
究
集
会
「
御
所
（
宮
殿
）・
邸
宅
造
営
関
係
資
料
の
地
脈
と

新
天
地
」
報
告
集
（
二
）』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
一
―
一

〇
）・『
陽
明
文
庫
講
座
図
録
3
』
二
〇
二
一
年
度
（
同
二
〇
二
一
―
一
一
）・『
金
鵄
会
館
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連
続
公
開
講
座
「
三
条
西
家
本
「
除
目
書
・
同
紙
背
文
書
」
を
読
む
―
「
明
治
大
学
図
書

館
所
蔵
三
条
西
家
本
除
目
書
」
影
印
本
の
刊
行
を
記
念
し
て
―
」
講
演
集
』（
同
二
〇
二

一
―
一
五
）
を
刊
行
し
た
。

部
門
教
員
が
加
わ
っ
た
所
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
以
下
の
通
り
。

（
1
）
科
学
研
究
費
の
う
ち
部
門
教
員
が
研
究
代
表
者
と
な
っ
た
研
究
課
題
と
し
て

は
、
基
盤
研
究
S
「
天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進

展
―
知
の
体
系
の
構
造
伝
来
の
解
明
」（
田
島
公
）・
基
盤
研
究
A
「
デ
ー
タ
繋
留
型
編
纂

支
援
・
資
源
化
シ
ス
テ
ム
構
築
と
歴
史
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
次
世
代
展
開
」（
山
口
英

男
）・
基
盤
研
究
C
「
東
ア
ジ
ア
儀
礼
文
化
の
比
較
史
的
研
究
―
「
物
品
目
録
」
か
ら
の

復
原
的
考
察
―
」（
稲
田
奈
津
子
）・
若
手
研
究
B
「
足
利
義
満
期
武
家
政
治
史
の
研
究
―

義
満
の
権
力
確
立
過
程
の
再
検
討
を
中
心
に
―
」（
堀
川
康
史
）・
若
手
研
究
「
平
安
時
代

後
期
政
治
構
造
の
史
料
学
的
研
究
」（
黒
須
友
里
江
）・
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
「
平
安

時
代
に
お
け
る
時
代
認
識
に
関
す
る
研
究
」（
小
塩
慶
）、
研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）「
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
平
安
時
代
・
全
文
）」（
山
口
英
男
）、

が
あ
る
。
な
お
、
基
盤
研
究
S
で
は
、
竹
内
理
三
・
山
田
英
雄
・
平
野
邦
雄
編
『
日
本
古

代
人
名
辞
典
』
一
～
七
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
五
八
～
七
七
年
）
の
大
幅
な
増
補
改
訂
作

業
を
行
っ
て
お
り
、『
増
補
改
訂
版　

日
本
古
代
人
名
辞
典
』
上
・
中
・
下
（
仮
題
。
吉

川
弘
文
館　

二
〇
二
三
年
度
刊
行
予
定
）
の
刊
行
準
備
を
し
て
い
る
。

（
2
）
競
争
的
資
金
の
う
ち
部
門
教
員
が
研
究
代
表
者
と
し
て
受
入
れ
た
研
究
課
題
と

し
て
は
、
東
京
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
公
募
研
究
A
「
金
石
文
資
料
か
ら

み
た
東
ア
ジ
ア
の
墓
葬
文
化
―
墓
誌
・
買
地
券
を
中
心
に
―
」（
稲
田
奈
津
子
）
が
あ

る
。（
3
）
受
託
研
究
に
福
岡
市
史
編
纂
委
員
会
「
福
岡
市
域
に
関
わ
る
史
料
の
調
査
及

び
研
究
」（
担
当
：
山
口
英
男
）
が
あ
る
。

上
記
編
纂
・
研
究
活
動
に
伴
い
部
門
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
継
続
し
て
い
る
史
料
採
訪

で
は
、
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
史
料
の
調
査
、
正
倉
院
文
書
の
調
査
、
和
歌
山
県
立

博
物
館
寄
託
小
川
八
幡
神
社
大
般
若
経
の
調
査
・
撮
影
等
が
あ
る
。

以
上
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
史
料
研
究
・
成
果
公
開
」・「
所
員
活
動
報
告
」・「
史
料

採
訪
」
等
、
関
係
の
各
項
目
を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
第
二
室
に
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
に
退
職
し
た
伴
瀬
明
美
准
教
授
（
四

月
一
日
付
け
で
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
に
異
動
）
の
後
任
に
、
一
〇
月
一

日
付
け
で
新
井
重
行
准
教
授
（
元
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
皇
室
制
度
調
査
室
主
任
研
究

官
）
が
着
任
し
た
。
ま
た
、
第
三
室
に
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
付
け
で
、
小
塩
慶
助

教
が
着
任
し
て
い
る
。

中
世
史
料
部
門

二
〇
二
一
年
度
の
刊
行
物
と
し
て
、
編
年
八
室
が
『
大
日
本
史
料　

第
八
編
之
四
十

四
』
を
刊
行
し
た
。
出
版
物
の
概
要
に
つ
い
て
は
、「
出
版
報
告
」
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究
拠
点
」
の

活
動
で
は
、
特
定
共
同
研
究
の
中
世
史
料
領
域
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
の
調
査
・
研
究
」

に
代
表
者
と
し
て
一
名
、
所
内
共
同
研
究
員
と
し
て
一
名
が
、
複
合
史
料
領
域
「
東
ア
ジ

ア
の
合
戦
図
の
比
較
研
究
」
に
代
表
者
と
し
て
一
名
、
所
内
共
同
研
究
者
と
し
て
三
名
、

そ
れ
ぞ
れ
部
門
員
が
参
加
し
た
。

ま
た
一
般
共
同
研
究
で
は
「
和
歌
山
平
野
を
中
心
と
し
た
地
域
所
在
中
世
史
料
の
調

査
・
研
究
」
に
三
名
、「
松
尾
大
社
所
蔵
史
料
の
研
究
資
源
化
」
に
一
名
、「
九
州
所
在
中

世
禅
宗
関
係
史
料
の
調
査
・
研
究
」
に
一
名
、「
中
世
に
お
け
る
ト
カ
ラ
・
奄
美
・
琉
球

関
係
史
料
の
学
際
的
研
究
」
に
一
名
、「
菅
浦
現
地
伝
来
史
料
の
作
成
時
期
と
料
紙
に
関

す
る
研
究
」
に
一
名
、
そ
れ
ぞ
れ
部
門
員
が
所
内
共
同
研
究
者
と
し
て
参
加
し
た
。

史
料
採
訪
、
科
学
研
究
費
等
に
よ
る
研
究
、
所
内
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
つ
い
て

も
、
本
年
度
も
多
く
の
部
門
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参
加
し
た
。
件
数
も
人
数
も
多
い

た
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
所
員
研
究
活
動
」
の
項
で
各
自
が
報
告
し
て
い
る
の
で
、

そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

近
世
史
料
部
門

二
〇
二
一
年
度
の
各
室
の
編
纂
・
出
版
活
動
等
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
近
世
第
一

室
『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
六
十
三
出
版
準
備
／
近
世
第
二
室
『
大
日
本
近
世
史
料���

細
川
家
史
料
』
二
十
七
出
版
／
近
世
第
三
室
『
大
日
本
近
世
史
料�

市
中
取
締
類
集
』
三

十
二
出
版
準
備
／
近
世
第
四
室
『
大
日
本
近
世
史
料�

広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』
十
五

出
版
準
備
・『
大
日
本
古
文
書�

家
わ
け
第
十
六�

島
津
家
文
書
之
七
』
出
版
／
維
新
第
一
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室
『
大
日
本
維
新
史
料�

類
纂
之
部
』
新
書
目
出
版
準
備
／
維
新
第
二
室
『
大
日
本
古
文

書�

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
五
十
四
編
纂
／
地
震
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
地
震
史
料
集
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
正
式
公
開
（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
と
史
料
編
纂
所
の
協
働
で

学
内
に
設
置
さ
れ
た
地
震
火
山
史
料
連
携
研
究
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
）。

各
教
員
が
実
施
し
た
調
査
活
動
に
つ
い
て
は
、
史
料
採
訪
の
項
を
参
照
願
い
た
い
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
た
め
、
海
外
所
在
日
本
関
係
文
献
史
料
・
古
写
真
の

出
張
調
査
は
本
年
度
も
実
施
で
き
ず
、
教
員
の
オ
ラ
ン
ダ
渡
航
と
研
修
も
当
初
予
定
を
遅

ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
、
特
定
共
同
研
究
、
近
世
史
料
領
域
課
題
「
史
料
編
纂
所

所
蔵
維
新
関
係
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
」（
研
究
代
表
者
：
小
野
将
）
を
推
進
し
た
。

ま
た
、「
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
研
究
代
表
者
：
小
野

将
）
で
、「
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
英
訳
・
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
研
究
、
維
新
関

係
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
、
海
外
研
究
者
と
の
国
際
的
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
ハ
ブ
拠
点
）
構
築
の
取
り
組
み
を
続
け
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
一
日
に
国
際
研
究
集

会
「
維
新
史
料
研
究
と
国
際
発
信
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

教
員
が
研
究
代
表
者
と
な
り
、
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
進
め
た
研
究
に
は
、
繰
越

分
を
含
め
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
基
盤
研
究
B
「
近
世
統
一
政
権
の
成
立
と
天
下
普
請
の

展
開
―
中
近
世
移
行
期
史
料
の
研
究
資
源
化
を
通
じ
て
―
」（
研
究
代
表
者
：
及
川
亘
）

二
〇
一
七
―
二
〇
二
一
年
度
、
基
盤
研
究
C
「
近
世
大
名
家
臣
家
史
料
の
共
同
分
析
―
多

久
家
史
料
の
読
み
直
し
を
中
心
と
し
て
―
」（
研
究
代
表
者
：
小
宮
木
代
良
）
二
〇
一
七

―
二
〇
二
二
年
度
、
若
手
研
究
「
幕
府
奥
右
筆
の
分
析
に
よ
る
近
世
国
家
権
力
構
造
の
研

究
」（
研
究
代
表
者
：
荒
木
裕
行
）
二
〇
一
八
―
二
〇
二
一
年
度
、
基
盤
研
究
A
「
分
散

型
大
規
模
大
名
家
史
料
群
の
高
度
学
術
資
源
化
と
地
域
還
元
」（
研
究
代
表
者
：
鶴
田

啓
）
二
〇
一
九
―
二
〇
二
二
年
度
、
基
盤
研
究
B
「
明
治
太
政
官
文
書
を
対
象
と
し
た
分

散
所
在
史
料
群
の
復
元
的
考
察
に
基
づ
く
幕
末
維
新
史
料
学
の
構
築
」（
研
究
代
表
者
：

箱
石
大
）
二
〇
一
九
―
二
〇
二
二
年
度
、
若
手
研
究
「
近
世
に
お
け
る
朝
廷
中
枢
に
よ
る

門
跡
統
制
の
解
明
」（
研
究
代
表
者
：
石
津
裕
之
）
二
〇
一
九
―
二
〇
二
一
年
度
、
基
盤

研
究
A
「
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
に
よ
る
維
新
史
料
研

究
国
際
ハ
ブ
拠
点
の
形
成
」（
研
究
代
表
者
：
保
谷
徹
）
二
〇
二
〇
―
二
〇
二
三
年
度
、

若
手
研
究
「
日
本
近
世
に
お
け
る
政
教
関
係
の
形
成
と
確
立
」（
研
究
代
表
者
：
林
晃

弘
）
二
〇
二
一
―
二
〇
二
四
年
度
。

部
門
独
自
の
社
会
連
携
活
動
と
し
て
公
益
財
団
法
人
德
川
記
念
財
団
が
主
催
す
る
古
文

書
講
座
に
講
師
を
派
遣
し
て
来
た
が
、
本
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
拡

大
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

二
〇
二
二
年
三
月
三
〇
日
に
、
本
部
門
担
当
で
第
二
八
八
回
研
究
発
表
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
し
た
。
保
谷
徹
教
授
が
、
定
年
退
職
を
前
に
「
幕
末
外
国
関
係
文
書
と
在
外
日
本

関
係
史
料
―
在
籍
三
五
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
―
」
の
題
目
で
、
外
務
省
か
ら
の
書
類
・
事

業
引
継
に
始
ま
る
『
大
日
本
古
文
書�

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
編
纂
事
業
（
一
九
一
〇
年

発
刊
、
既
刊
五
十
三
冊
）
と
在
外
日
本
関
係
史
料
調
査
事
業
の
軌
跡
と
成
果
、
課
題
に
つ

い
て
多
年
の
経
験
実
践
を
交
え
て
論
じ
た
（
参
加
七
〇
名
）。

他
に
も
所
・
学
内
外
の
各
種
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
部
門
教
員
が
参
加
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
本
『
所
報
』
各
項
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』・

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
他
の
刊
行
物
や
東
京
大

学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
記
事
等
も
併
せ
て

参
照
願
い
た
い
。

古
文
書
・
古
記
録
部
門

二
〇
二
一
年
度
、
古
文
書
室
で
は
四
書
目
（
東
寺
百
合
文
書
・
大
徳
寺
文
書
別
集
徳
禅

寺
文
書
・
東
大
寺
文
書
・
醍
醐
寺
文
書
）、
古
記
録
室
で
は
五
書
目
（
中
右
記
・
平
記
・

実
躬
卿
記
・
薩
戒
記
・
中
院
一
品
記
）
の
編
纂
を
行
っ
た
。
ま
た
、
古
文
書
室
で
は
『
大

日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
十　

東
寺
文
書
之
十
八
』
を
、
古
記
録
室
で
は
『
大
日
本
古
記

録　

平
記　

上
』、『
大
日
本
古
記
録　

中
院
一
品
記　

下
』
を
刊
行
し
た
。
出
版
物
の
概

要
に
つ
い
て
は
、「
出
版
報
告
」
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

編
纂
各
書
目
に
つ
い
て
は
、
原
史
料
の
詳
細
な
観
察
に
よ
っ
て
定
本
的
テ
キ
ス
ト
を
作

成
す
る
、
あ
る
い
は
様
々
な
種
類
の
写
本
を
比
較
検
討
し
、
よ
り
良
質
で
完
成
度
の
高
い

原
形
態
の
復
元
を
果
た
す
と
い
う
方
針
の
も
と
に
、
史
料
調
査
・
採
訪
な
ど
を
行
っ
た
。

主
な
調
査
先
は
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
、
大
徳
寺
塔
頭
徳
禅
寺
、
東
大
寺
図
書

館
、
醍
醐
寺
、
西
大
寺
、
陽
明
文
庫
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
杏
雨
書
屋
、
宮
内
庁
書

陵
部
、
国
立
公
文
書
館
、
尊
経
閣
文
庫
な
ど
で
あ
っ
た
。
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部
門
構
成
員
は
、
各
人
の
研
究
・
編
纂
と
の
関
連
に
応
じ
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

織
し
、
参
加
し
て
い
る
。
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
で
、
当
部
門
構
成
員
が
代
表

者
と
し
て
統
轄
し
て
い
る
お
も
な
共
同
研
究
に
は
、「
摂
関
家
伝
来
史
料
群
の
研
究
資
源

化
と
伝
統
的
公
家
文
化
の
総
合
的
研
究
」（
基
盤
研
究
A
、
代
表
者
尾
上
陽
介
、
二
〇
一

七
～
二
一
年
度
）、「
日
本
中
近
世
寺
社
〈
記
録
〉
論
の
構
築
―
日
本
の
日
記
文
化
の
多
様

性
の
探
究
と
そ
の
研
究
資
源
化
」（
基
盤
研
究
A
、
代
表
者
遠
藤
基
郎
、
二
〇
一
八
～
二

二
年
度
）、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
金
石
文
史
料
の
研
究
資
源
化
と
学
融
合
的
歴
史
叙
述

へ
の
応
用
研
究
」（
基
盤
研
究
A
、
代
表
者
菊
地
大
樹
、
二
〇
一
九
～
二
三
年
度
）
が
あ

る
。
各
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
す
る
史
料
の
研
究
資
源
化
を
は
か
り
な
が
ら
、
あ

ら
た
な
歴
史
叙
述
を
模
索
し
て
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

当
部
門
と
密
接
に
関
わ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
、
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
。
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
で
は
、

『
大
日
本
古
記
録　

言
経
卿
記
』
二
・
三
・
四
、『
大
日
本
古
記
録　

小
右
記
』
十
、『
叢

林
文
藻
』
の
デ
ー
タ
化
と
公
開
を
行
っ
た
。

そ
の
他
の
諸
活
動
に
つ
い
て
は
、「
史
料
研
究
・
成
果
公
開
」「
所
員
研
究
活
動
」
の
各

項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

特
殊
史
料
部
門

特
殊
史
料
第
一
室
は
、
兼
任
室
員
の
も
と
で
『
花
押
か
が
み
』
編
纂
に
関
す
る
準
備
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
編
年
各
室
で
作
成
さ
れ
た
「
花
押
彙
纂
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
ま
で
に
引
き
続
き
、
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
の
「
花
押
彙
纂
等
の
花

押
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
統
合
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
A
「
筆
跡
・
花
押
情
報
の
高
度
利
活
用
研
究

―
収
集
ス
キ
ー
ム
の
錬
成
と
関
連
歴
史
情
報
と
の
統
合
に
よ
る
」（
研
究
代
表
者
末
柄
豊

氏
）
お
よ
び
奨
学
寄
附
金
（
林
譲
氏
）
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い
る
。

海
外
史
料
第
一
室
は
、『
日
本
関
係
海
外
史
料　

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
集
』
原
譯
文

編
之
五
を
刊
行
し
た
。
ま
た
欧
文
材
料
を
提
供
し
た
『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
二
十

九
が
二
〇
二
一
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
二
〇
二
一
年
度
四
月
よ
り
岡
本
真
氏
（
二
〇

一
二
年
入
所
）
が
禅
籍
史
料
に
異
動
し
、
編
纂
体
制
は
一
人
に
戻
っ
た
。

海
外
史
料
第
二
室
は
、『
日
本
関
係
海
外
史
料　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
』
訳
文
編
之

十
三
（
上
）
を
出
版
し
た
。
な
お
、
二
〇
二
一
年
度
は
中
期
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
た

め
、
通
常
の
年
度
末
で
は
な
く
、
繰
り
上
げ
て
十
一
月
の
刊
行
と
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
編
纂
・
出
版
の
準
備
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
一
六
五
五
～
一

六
五
七
年
度
の
原
本
校
訂
作
業
を
行
っ
た
（
久
礼
克
季
、
田
中
葉
子
、
西
澤
美
穂
子
に
よ

る
）。
な
お
、
九
月
末
に
田
中
葉
子
が
、
年
度
末
に
西
澤
美
穂
子
が
退
職
し
た
。

本
所
蒐
集
海
外
史
料
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
既
刊
『
日
本
関
係
海
外
史
料
目
録
』
収
録

分
）
カ
ン
ト
ン
商
館
文
書
の
明
細
目
録
の
デ
ー
タ
を
写
真
帳
と
照
合
・
校
正
し
、
所
蔵
史

料
目
録
に
内
容
細
目
と
し
て
付
加
す
る
作
業
を
進
め
た
（
久
礼
克
季
に
よ
る
）。

中
世
禅
籍
史
料
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
個
別
禅
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
と
分
析
を

進
め
た
。
①
本
所
所
蔵
「
帰
周
和
尚
語
録
」
の
テ
キ
ス
ト
化
を
進
め
、
約
三
分
二
に
つ

き
、
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
搭
載
し
た
。
所
外
公
開
は
二
〇
二
二
年
度

を
予
定
し
て
い
る
。
帰
周
彦
頴
の
語
録
で
は
な
い
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。
②
本
所
所

蔵
「
策
彦
周
良
文
集
」
の
テ
キ
ス
ト
化
を
進
め
た
。
同
じ
く
二
〇
二
二
年
度
の
公
開
を
予

定
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
他
本
と
の
収
録
内
容
の
異
同
も
調
査
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
本
所

所
蔵
「
叢
林
文
藻
」
の
デ
ー
タ
公
開
や
大
日
本
史
料
各
編
の
編
纂
支
援
を
行
っ
た
。

画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー

1　

構　

成

二
〇
二
一
年
度
の
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
は
、
第
一
分
野
（
絵
画
史
料
）
が
鴨
川
達
夫
教

授
（
セ
ン
タ
ー
長
）、
稲
田
奈
津
子
准
教
授
、
藤
原
重
雄
准
教
授
、
第
二
分
野
（
画
像
史

料
）
が
菊
地
大
樹
教
授
、
杉
森
玲
子
教
授
、
第
三
分
野
（
古
文
書
画
像
）
が
荒
木
裕
行
准

教
授
の
六
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
大
山
航
氏
（
埼
玉
工
業
大
学
教

授
）
に
客
員
教
授
を
委
嘱
し
た
。

運
営
委
員
会
は
、
上
記
の
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
、
松
澤
克
行
准
教
授
（
運
営
委
員

長
）、
及
川
亘
准
教
授
、
林
晃
弘
助
教
、
堀
川
康
史
助
教
の
四
名
を
加
え
た
、
一
〇
名
で

構
成
し
た
。

2　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
・
成
果
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二
〇
二
一
年
度
は
、
下
記
の
一
三
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
研
究
を
行
っ

た
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
活
動
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
第
一
分
野
（
絵
画
史
料
）】

①
『
荘
園
絵
図
聚
影
』
釈
文
編
・
中
世
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
榎
原
雅
治
（
代
表
者
）　

稲
田
奈
津
子　

井
上
聡　

遠
藤
基
郎　

及
川
亘���

鴨
川
達
夫　

川
本
慎
自　

菊
地
大
樹　

末
柄
豊　

高
橋
慎
一
朗　

鶴
田
啓　

藤
原
重
雄���

前
川
祐
一
郎　

村
井
祐
樹　

山
口
英
男　

山
家
浩
樹　

高
山
さ
や
か　

谷
昭
佳　

村
岡

ゆ
か
り　

坂
本
亮
太
（
共
同
研
究
員
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
）　

高
橋
敏
子
（
同
、
本
所

前
教
授
）　

林
譲
（
同
、
駒
澤
大
学
）　

鈴
木
沙
織
（
学
術
専
門
職
員
）　

土
山
祐
之
（
同
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
荘
園
絵
図
ト
レ
ー
ス
図
、
釈
文
、
釈
文
貼
込
図
の
作
成
／
『
日
本
荘

園
絵
図
聚
影
釈
文
編
四　

中
世
三
・
古
代
中
世
補
遺
』
の
解
説
の
作
成

②
長
篠
合
戦
図
屏
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
長
篠
合
戦
図
屏
風
模
写
の
た
め
の
近
世
狩
野
派
絵

画
お
よ
び
合
戦
図
屏
風
の
比
較
研
究
―

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
金
子
拓
（
代
表
者
）　

黒
嶋
敏　

藤
原
重
雄　

村
岡
ゆ
か
り　

薄
田
大
輔

（
共
同
研
究
員
、
徳
川
美
術
館
）　

白
水
正
（
同
、
犬
山
城
白
帝
文
庫
）　

津
田
卓
子

（
同
、
名
古
屋
市
博
物
館
）　

原
史
彦
（
同
、
名
古
屋
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
）　

阪
野

智
啓
（
同
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
）　

藤
本
正
行
（
同
）　

三
宅
秀
和
（
同
、
群
馬
県
立

女
子
大
学
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
村
岡
ゆ
か
り
「「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
武
将
の
対
比
画
像
」（『
画
像
史

料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
九
四
号
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
の
公
表

③
中
近
世
肖
像
画
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
藤
原
重
雄
（
代
表
者
）　

西
田
友
広　

松
澤
克
行　

太
田
ま
り
子
（
学
術

支
援
専
門
職
員
）　

高
岸
輝
（
共
同
研
究
員
、
本
学
人
文
社
会
系
研
究
科
）　

藤
井
恵
介

（
同
、
本
学
名
誉
教
授
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
「『
集
古
十
種
』
原
稿
類
」
の
調
査
／
『
史
料

編
纂
掛
備
用
写
真
画
像
図
画
類
目
録
』（
一
九
〇
九
年
）
と
所
蔵
模
本
と
の
照
合
に
着

手
／
歴
史
絵
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
検
索
用
デ
ー
タ
の
作
成
／
肖
像
情
報
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
新
規
デ
ー
タ
作
成

④
近
世
都
市
図
解
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
山
口
和
夫
（
代
表
者
）　

及
川
亘　

藤
原
重
雄　

杉
森
哲
也
（
共
同
研
究

員
、
放
送
大
学
）　

西
山
剛
（
同
、
京
都
文
化
博
物
館
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
の
開
催
（
二
〇
二
一
年
六
月
一
四
日
）
／
京
都

府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
「
洛
外
社
寺
絵
巻
」
の
調
査
（
二
〇
二
二
年
二
月
一
日
）

／
『
史
料
編
纂
掛
備
用
写
真
画
像
図
画
類
目
録
』（
一
九
〇
九
年
）
な
ら
び
に
『
史
料

編
纂
掛
備
用
写
真
目
録
索
引
〈
目
録
印
刷
後
撮
影
ノ
分
〉』
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
と
公
開

⑤
港
湾
都
市
図
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
港
湾
都
市
那
覇
を
題
材
と
し
た
空
間
図
の
総
合
的

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
黒
嶋
敏
（
代
表
者
）　

須
田
牧
子　

畑
山
周
平　

渡
辺
美
季
（
共
同
研
究

員
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
特
集
展
示
「
海
の
帝
国
琉
球
―
八
重
山
・
宮

古
・
奄
美
か
ら
み
た
中
世
―
」（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
～
五
月
九
日
）
に
研
究
成

果
を
提
供
／
黒
嶋
敏
「
国
宝
「
島
津
領
国
絵
図
」
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
の
報

告
」（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
九
二
号
、
二
〇
二
一
年
四
月
）
の
公
表
／
都

城
島
津
邸
所
蔵
史
料
の
調
査
／
中
山
大
学
（
中
国
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
地
図
と
東

ア
ジ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
て
黒
嶋
敏
が
「
琉
球
の
絵
図
と
海
上
交
通
（
琉
球
的
绘
囗ト
与

海
上
交
通
）」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
／
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
史
料
の
調
査
／
画
像
史

料
解
析
セ
ン
タ
ー
・
前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
共
催
公
開
研
究
集
会
「
新
た

な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ
タ
ル
連
携
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
、
黒
嶋
敏
と
須
田
牧
子

が
研
究
報
告
／
黒
嶋
敏
「
公
開
研
究
集
会
の
開
催
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
」

（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
九
五
号
、
二
〇
二
一
年
一
月
）
の
公
表
／
本
所

Ｈ
Ｐ
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
正
保
琉
球
国
絵
図
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
公
開

（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
／
琉
球
沖
縄
歴
史
学
会
例
会
（
二
〇
二
二
年
二
月
）
に
て
黒

嶋
敏
が
「
正
保
琉
球
絵
図
を
読
み
解
く
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
／
黒
嶋
敏
・
安
里
進

「「
寛
永
の
琉
球
国
絵
図
」
に
つ
い
て
（
補
論
）」（『
首
里
城
研
究
』
第
二
四
号
、
二
〇

二
二
年
三
月
）
の
公
表

⑥
地
震
関
係
絵
画
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
杉
森
玲
子
（
代
表
者
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
安
政
東
海
地
震
・
安
政
南
海
地
震
に
関
す
る
海
外
史
料
の
調
査
・
研

究
／Sugim

ori,�R.,�K
.�A

riizum
i,�and�K

.�Satake,�O
rigin�T

im
e�of�the�1854�

T
okai�Earthquake�Recorded�in�the�Logbook�of�the�Russian�Frigate�D

i-
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ana,�Journal�of�D
isaster�Research,�17�

の
執
筆
（
二
〇
二
二
年
四
月
刊
行
）

⑦
正
倉
院
宝
物
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
稲
田
奈
津
子
（
代
表
者
）　

藤
原
重
雄　

山
口
英
男　

新
井
重
行
（
二
〇

二
一
年
九
月
ま
で
は
共
同
研
究
員
、
宮
内
庁
書
陵
部
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
本
所
デ
ー
タ
ベ
ー
スH

i-CA
T

�Plus

に
て
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料

の
公
開
を
開
始
／
稲
田
奈
津
子
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
・
正
倉
院
宝
物
図
関
係
史
料
の

画
像
公
開
に
つ
い
て
」（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
第
九
五
号
、
二
〇
二
二
年

一
月
）
の
公
表
／
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
資
料
の
調
査
・
撮
影

【
第
二
分
野
（
画
像
史
料
）】

①
古
写
真
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
解
析
に
よ
る
幕
末
明
治
初
期
の

写
真
原
板
研
究
を
基
軸
と
す
る
古
写
真
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
保
谷
徹
（
代
表
者
）　

箱
石
大　

高
山
さ
や
か　

谷
昭
佳　

高
橋
則
英

（
共
同
研
究
員
、
日
本
大
学
）、
吉
田
成
（
同
、
東
京
工
芸
大
）、
遠
藤
楽
子
（
同
、
東

京
国
立
博
物
館
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
登
録
有
形
文
化
財
紙
焼
付
写
真
ア
ル
バ
ム
の
修
理
検
討
会
に
参
加

（
於
京
都
国
立
博
物
館
文
化
財
修
理
所
）
／
重
要
文
化
財
ガ
ラ
ス
乾
板
の
修
理
検
討
会

に
参
加
（
於
東
京
文
化
財
研
究
所
）
／
横
山
松
三
郎
関
係
写
真
資
料
の
調
査
（
市
立
函

館
博
物
館･

函
館
市
中
央
図
書
館
）
／
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
史
料
の
調
査

／
写
真
復
元
紙
の
調
査
・
打
合
せ
（
於
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）
／
山
内
家

旧
蔵
古
写
真
史
料
の
調
査
（
於
高
知
城
歴
史
博
物
館
）
／
小
川
一
真
関
係
史
料
の
調
査

（
於
平
塚
市
中
央
図
書
館
）
／N

athan�Sato

氏
旧
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
／
オ
ン
ラ
イ
ン
木
展
「
菊
池
本
家
・
新
家
史
料
に
つ
い
て
」
の

開
催
／
谷
昭
佳
「
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
と
国
家
事
業
と
し
て
の
写
真
制
作
」（
ペ
ー

タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
、
沓
澤
宣
賢
、
宮
田
奈
奈
編
『
一
八
七
三
年
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧

会
―
日
墺
か
ら
み
た
明
治
日
本
の
姿
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
の
公
表
／

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
特
別
展
「
大
名
の
船
―
海
の
参
勤
交
代
―
」
関
連
講
座
【
海

の
学
び
講
座
③
】（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
一
日
、
於
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
）
に

て
谷
昭
佳
が
「
高
精
細
画
像
か
ら
紐
解
く
幕
末
明
治
初
期
の
日
本
」
を
講
演
／
日
本
写

真
芸
術
学
会
年
次
大
会
（
二
〇
二
一
年
六
月
一
二
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
て
谷
昭

佳
が
「
歴
史
資
料
・
写
真
フ
ィ
ル
ム
原
板
の
史
料
学
―
松
重
美
人
の
被
爆
写
真
ネ
ガ
フ

ィ
ル
ム
」
を
報
告

②
戊
辰
戦
争
期
摺
物
画
像
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
幕
末
維
新
期
の
諸
藩
出
版
物
と
版
木
・

木
活
字
の
研
究
―

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
箱
石
大
（
代
表
者
）　

保
谷
徹

　
〔
活
動
の
概
要
〕
山
口
県
文
書
館
所
蔵
長
州
藩
版
板
木
・
木
活
字
群
の
目
録
デ
ー
タ
作

成
／
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
所
蔵
前
原
家
蔵
書
の
調
査

【
第
三
分
野
（
古
文
書
画
像
）】

①
花
押
彙
纂
等
の
花
押
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
統
合
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
川
本
慎
自
（
代
表
者
）　

井
上
聡　

大
山
航
（
客
員
教
授
、
埼
玉
工
業
大

学
）　

林
譲
（
共
同
研
究
員
、
駒
澤
大
学
）　

戸
谷
穂
高
（
学
術
支
援
専
門
職
員
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕「
花
押
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
へ
の
花
押
カ
ー
ド
・
花
押
彙
纂
デ
ー
タ
な
ら

び
に
新
花
押
デ
ー
タ
の
登
録
／
既
登
録
の
花
押
カ
ー
ド
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
た
花
押
の

サ
ム
ネ
イ
ル
画
像
の
作
成

②
電
子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
井
上
聡
（
代
表
者
）　

稲
田
奈
津
子　

遠
藤
珠
紀　

小
宮
木
代
良　

松
澤

克
行　

宮
㟢
肇
（
特
任
研
究
員
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
く
ず
し
字
デ
ー
タ
の
切
り
出
し
と
「
電
子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
へ
の
デ
ー
タ
登
録

③
本
所
所
蔵
台
紙
付
写
真
・
ガ
ラ
ス
乾
板
に
関
す
る
研
究

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
井
上
聡
（
代
表
者
）　

箱
石
大　

藤
原
重
雄　

保
谷
徹　

高
山
さ
や
か　

谷
昭
佳

　
〔
活
動
の
概
要
〕
ガ
ラ
ス
乾
板
の
保
全
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
／
行
田

市
郷
土
博
物
館
テ
ー
マ
展
「
近
代
日
本
の
写
真
と
出
版
―
原
田
家
と
小
川
一
真
―
」

（
二
〇
二
一
年
七
月
三
日
～
八
月
二
九
日
）
の
開
催
に
協
力
／
平
塚
市
中
央
図
書
館
所

蔵
日
本
乾
板
株
式
会
社
関
係
資
料
の
調
査

④
金
石
文
拓
本
史
料
の
整
理
と
公
開

　
〔
メ
ン
バ
ー
〕
菊
地
大
樹
（
代
表
者
）　

稲
田
奈
津
子　

井
上
聡　

金
子
拓　

川
本
慎
自���

高
橋
慎
一
朗　

藤
原
重
雄　

村
山
卓（
共
同
研
究
員
、埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
）

　
〔
活
動
の
概
要
〕
拓
本
の
裏
打
ち
と
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
準
備
／
金
石
文
史
料
の
調

査
と
拓
本
採
集
（
於
和
歌
山
県
高
野
町
高
野
山
町
石
・
奈
良
県
五
條
市
栄
山
寺
）
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3　

研
究
集
会
の
開
催

本
所
前
近
代
史
料
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
下
記
の
公
開
研
究
集
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
し
た
。

新
た
な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ
タ
ル
連
携
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
三
日
）

史
料
編
纂
所
の
新
た
な
画
像
公
開
方
法
に
つ
い
て
―
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
構
築
を
例
と
し
て
―�

須
田
牧
子
・
中
村
覚

正
保
琉
球
国
絵
図
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て�

黒
嶋
敏

荘
園
絵
図
ア
ー
カ
イ
ブ
の
計
画
と
方
向
性�

井
上
聡

コ
メ
ン
ト�
関
野
樹
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）�

�
高
田
祐
一
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）　　
　

4　

セ
ン
タ
ー
通
信
の
発
行

二
〇
二
一
年
度
は
、
次
の
四
冊
を
発
行
し
た
。

第
九
二
号　

二
〇
二
一
年
四
月
発
行　

三
二
頁

あ
や
ま
っ
て
組
み
合
わ
さ
れ
た
書
状
の
復
元
―
『
大
日
本
古
文
書
東
大
寺
文
書
』
編

纂
の
事
例
か
ら
―
（
遠
藤
基
郎
）
ほ
か

第
九
三
号
：
特
集『
日
本
荘
園
絵
図
聚
影
』釈
文
編
三
の
刊
行　

二
〇
二
一
年
七
月
発
行���

三
二
頁

高
山
寺
所
蔵
の
二
つ
の
「
神
尾
山
一
切
経
蔵
領
古
図
」
と
丹
波
国
野
口
庄
（
榎
原
雅

治
）
ほ
か

第
九
四
号　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
発
行　

二
四
頁

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵　

橋
本
経
亮
旧
蔵
「
山
城
国
桂
川
用
水
差
図
」
に
つ
い
て
（
土

山
祐
之
）
ほ
か

第
九
五
号　

二
〇
二
二
年
一
月
発
行　

三
二
頁

賀
茂
氏
人
花
押
考
―
左
衛
門
大
夫
長
顕
の
場
合
（
金
子
拓
）
ほ
か

前
近
代
日
本
史
情
報
国
際
セ
ン
タ
ー

本
セ
ン
タ
ー
は
、
史
料
情
報
集
約
化
ユ
ニ
ッ
ト
・
史
料
情
報
資
源
化
ユ
ニ
ッ
ト
・
歴
史

知
識
高
度
利
用
化
ユ
ニ
ッ
ト
の
三
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
け
て
歴
史
情
報
学
研
究
を
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
、
史
料
情
報
資
源
化
ユ
ニ
ッ
ト
の
も
と
に
原
本
史
料

情
報
資
源
化
ミ
ニ
ユ
ニ
ッ
ト
を
置
い
て
い
る
。
多
様
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ユ
ニ
ッ

ト
間
で
連
携
し
、
ま
た
他
の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
協
業
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。
九
月
よ

り
劉
冠
偉
特
任
研
究
員
が
着
任
し
た
。

1　

JSPS�

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業

昨
年
度
に
引
き
続
き
情
報
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
実
施
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
デ
ー

タ
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
の
強
化
（
共
有
化
）、
海
外
発
信
・
連
携
機
能
の
強
化
（
国
際
化
）、

デ
ー
タ
間
の
連
携
を
可
能
に
す
る
環
境
の
整
備
（
連
結
化
）
の
三
つ
を
柱
と
し
て
推
進
し

て
い
る
。
本
年
度
は
以
下
に
つ
い
て
取
り
組
ん
だ
。�

・
採
訪
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
：
運
用
実
態
に
あ
わ
せ
、
名
称
を
「
史
料
画
像
デ
ジ

タ
ル
化
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
た
。
所
外
史
料
（
採
訪
史
料
）
だ
け
で
な
く
所

蔵
史
料
に
つ
い
て
も
記
述
で
き
る
よ
う
に
改
修
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
保
存
の
国
際
標
準
の
一
つ
で
あ
るO

A
IS

（O
pen�A

rchival�Inform
ation�

System

）
参
照
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
画
像
を
中
心
と
し
た
史
料
デ
ー
タ
の
保
存
に
関

す
る
記
述
を
整
備
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
す
る
機
能
を
開
発
し
、
ク
ラ
ウ
ド
対
応
版
の
開
発

を
進
め
た
。
ま
た
、
史
料
画
像
に
関
連
す
る
フ
ァ
イ
ル
を
管
理
で
き
る
機
能
の
検
討
・

開
発
を
行
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
撮
影
等
に
関
す
る
課
題
検
討
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
所
外
史
料

複
製
物
利
用
条
件
確
認
方
法
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
進
め
た
。�

・
デ
ー
タ
利
用
条
件
の
整
備
：
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
・
都
城
島
津
邸
所
蔵
史
料
・
琵
琶
湖
博

物
館
所
蔵
「
東
寺
文
書
」
等
に
つ
い
て
デ
ー
タ
利
用
条
件
を
設
定
し
、IIIF

（Interna-
tional�Im

age�Interoperability�Fram
ew

ork

）�Presentation�A
PI

対
応
と
し
て

公
開
し
た
。�

・JD
Cat

（
国
立
情
報
学
研
究
所
に
よ
る
人
文
学
・
社
会
科
学
総
合
デ
ー
タ
カ
タ
ロ

グ
）
か
ら
、
備
後
福
山
阿
部
家
史
料
（
東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
事
業

の
成
果
）
の
目
録
デ
ー
タ
を
公
開
し
た
。

・
『
電
子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』『
木
簡
庫
』
連
携
検
索
を
停
止
し
、
文
字
画

像
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
「
史
的
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
検
索
シ
ス
テ
ム
」
へ
集
約
し

た
。
ま
た
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
共
同
し
て
新
木
簡
・
く
ず
し
字
解
読
シ
ス
テ
ム
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『A
I

文
字
蔵
』
の
構
築
を
進
め
た
。

・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
『
国
宝�

金
沢
文
庫
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
と
の
デ
ー
タ
連
携

お
よ
び
紀
州
の
豪
商
菊
池
家
（
本
家
・
新
家
）
史
料
の
和
歌
山
県
湯
浅
町
所
蔵
分
の
公

開
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
た
。

・
上
記
事
業
に
関
連
す
る
取
り
組
み
・
成
果
に
関
し
て
、JA

D
H

2021

・EA
JRS2021

・

じ
ん
も
ん
こ
ん2021

・A
A

S2022

に
て
報
告
し
た
。
ま
た
、
本
所
が
幹
事
と
し
て
開

催
し
た
国
立
大
学
附
置
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
会
議
第
三
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
文
・

社
会
科
学
と
イ
ン
フ
ラ
化
す
る
研
究
デ
ー
タ
」
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
事
業
の

成
果
を
も
と
に
報
告
を
行
っ
た
。

2　

FSI

事
業
「
デ
ー
タ
駆
動
型
歴
史
情
報
研
究
基
盤
の
構
築
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
〇
二
一
年
四
月
よ
り
開
始
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
①
長
期
保
存
・
長
期
利
用
の
た

め
の
史
料
デ
ー
タ
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
、
②
デ
ー
タ
駆
動
型
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
③�

国
際
発
信
力
の
抜
本
的
強
化
の
三
点
を
柱
と
し
て
実
施
し
た
。JSPS

デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
お
よ
び
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ
ブ
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
て
事
業
を
進
め
、
以
下
の
成
果
を
得
た
。

・
史
料
集
版
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
改
修
：
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、U

I/
U

X

を
中
心
に
改
修
を
行
っ
た
。

・
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
強
化
：「
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
お
よ
び
「
正

保
琉
球
国
絵
図
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
一
二
月
に
公
開
し
た
。
画
像
と
関
連
デ
ー
タ
を
コ
ン

テ
キ
ス
ト
に
応
じ
て
提
示
し
う
る
デ
ー
タ
駆
動
型
シ
ス
テ
ム
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
強
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
関
連
テ
キ
ス
ト
の
提
示
、
絵
図

と
人
物
・
空
間
の
連
動
、
絵
図
の
比
較
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
で
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
荘
園
絵
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
を
利

用
し
て
荘
園
絵
図
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
化
も
検
討
し
て
い
る
。

・
公
開
研
究
集
会
の
開
催
：
一
二
月
に
公
開
研
究
集
会
「
新
た
な
画
像
公
開
方
法
と
デ
ジ

タ
ル
連
携
」
を
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
、
上
述
の
倭
寇
図
巻
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
・
正
保
琉
球
国
絵
図
ア
ー
カ
イ
ブ
、
さ
ら
に
荘
園
絵
図
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い

て
も
報
告
を
行
っ
た
。

・
く
ず
し
字
自
動
解
読
の
試
み
：
版
面
画
像
お
よ
び
手
書
き
史
料
画
像
を
対
象
に
、

A
I

・
機
械
学
習
の
手
法
を
用
い
て
、
文
字
の
自
動
解
読
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
花
押
の
自
動
分
類
：A

I

・
機
械
学
習
に
よ
る
画
像
自
動
分
類
機
能
を
応
用
し
、
花
押

の
自
動
分
類
を
試
み
た
。

・
翻
字
支
援
ツ
ー
ル
「Y

A
IST

」
の
開
発
：unicode�

に
登
録
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
九

万
字
を
超
え
る
。
翻
字
支
援
の
必
要
性
に
着
目
し
、
ツ
ー
ル
化
を
行
っ
た
。
翻
刻
時
に

使
用
可
能
な
方
法
等
に
つ
い
て
施
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

3　

シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
に
あ
わ
せ
、
公
開
検
索
シ
ス
テ
ム
に
対

し
、
①
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
改
修
、
②
公
開
検
索
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
管
理
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
と
検
索
方
式
の
改
修
、
③
外
部
と
の
情
報
共
有
方
式

の
確
立
を
重
点
的
に
実
施
し
た
。
二
〇
二
二
年
に
新
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
、
本
格
的
な

リ
リ
ー
ス
は
二
〇
二
二
年
六
月
一
日
を
予
定
し
て
い
る
。

・H
i-CA

T

等
に
て
利
用
可
能
な
新
画
像
ビ
ュ
ー
ア
の
開
発
を
す
す
め
た
。
画
像
と
と

も
に
メ
タ
デ
ー
タ
等
関
連
デ
ー
タ
を
提
示
で
き
る
機
能
を
付
加
す
る
。H

i-CA
T

�Plus�
w

eb

版
で
は
従
来
の
画
像
ビ
ュ
ー
ア
を
引
き
続
き
利
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

4　

シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
（
ス
ト
レ
ー
ジ
）

科
研
費
基
盤
研
究
S17H

06117

（
研
究
代
表
者
：
田
島
公
）
お
よ
び
A20H

00010

（
研
究
代
表
者
：
山
家
浩
樹
）
の
協
力
に
よ
り
、
容
量78T

B

（+108T
B;�

デ
ー
タ
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
お
よ
び
作
業
領
域
）
の
ス
ト
レ
ー
ジ
を
導
入
し
た
。
主
にH

i-CA
T

�Plus

お

よ
び
デ
ジ
タ
ル
採
訪
用
ス
ト
レ
ー
ジ
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。�

�5　

新
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

二
〇
二
一
年
五
月
、
新
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
移
行
し
た
。
特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

の
閲
覧
に
適
し
た
「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
」
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
，
運
用
面
を

考
慮
し
、htm

l

・Javascript

と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
管
理
を
強
化
し
た
。

6　

原
本
史
料
情
報
資
源
化
ミ
ニ
ユ
ニ
ッ
ト

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
史
料
情
報
資
源
化
ユ
ニ
ッ
ト
の
も
と
に
原
本
史
料
情
報
資
源
化
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ミ
ニ
ユ
ニ
ッ
ト
を
置
い
た
。
島
津
家
文
書
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
多
様
な
財
源
で
進
行

し
て
い
る
原
本
情
報
に
関
わ
る
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
節
点
と
し
て
機
能
す
る
（
財
源

は
提
供
し
な
い
）。
今
年
度
は
、
一
般
共
同
研
究
五
件
、
渋
谷
綾
子
特
任
助
教
代
表
二
件

ほ
か
科
研
費
計
五
件
、JSPS

デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
と
連

携
し
た
。
本
所
所
蔵
史
料
を
は
じ
め
六
か
所
で
原
本
史
料
調
査
を
実
施
し
て
デ
ー
タ
蓄
積

と
分
析
を
行
い
、
顕
微
鏡
画
像
管
理
ツ
ー
ルcaid

の
開
発
も
進
め
た
。
渋
谷
特
任
助
教

を
中
心
に
四
件
の
成
果
報
告
を
行
い
、
論
文
四
点
を
公
表
し
た
。

7　

本
所
出
版
物
の
デ
ー
タ
搭
載

『
大
日
本
史
料
第
九
編
之
二
十
九
』、『
益
田
家
文
書
之
五
』、『
大
日
本
近
世
史
料�

市
中

取
締
類
集
三
十
一
』
を
登
録
対
象
と
し
た
。
情
報
支
援
室
で
は
、
出
版
物
のX

M
L

デ
ー

タ
お
よ
び
版
面
画
像
（tiff

）
の
登
録
を
行
っ
た
。
ま
た
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』

第
五
六
号
の
版
面
画
像
（tiff

）
登
録
・
出
版
物
報
告
・
採
訪
調
査
報
告
に
つ
い
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
公
開
作
業
を
行
っ
た
。『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
三
一
号

に
つ
い
て
も
版
面
画
像
（tiff

）
登
録
を
行
っ
た
。
版
面
画
像
に
つ
い
て
は
、
次
冊
刊
行
ま

で
は
所
内
の
み
の
公
開
と
な
る
。

8　

H
i-CA

T
�Plus

の
目
録
整
備

学
術
専
門
職
員
三
名
に
よ
り
、
下
記
に
取
り
組
ん
だ
。

・
目
録
作
成
：
二
〇
〇
五
年
度
～
二
〇
二
一
年
度
の
冊
史
料
の
目
録
を
作
成
し
、
西
暦
架

の
主
な
冊
史
料
の
目
録
作
成
が
完
了
し
た
。
引
き
続
き
、
マ
イ
ク
ロ
架
の
冊
史
料
の
目

録
作
成
を
進
め
て
い
る
。
主
な
冊
史
料
と
し
て
「
国
典
類
抄
」
の
目
録
を
作
成
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
在
宅
勤
務
中
心
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
文
書
を
含
む

史
料
群
の
目
録
作
成
を
優
先
的
に
行
っ
て
い
る
。
主
な
一
点
目
録
と
し
て
は
、「
東
北

大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
史
料
」「
盛
岡
藩
幕
末
維
新
関
係
史
料
」
で
あ
る
。
目
録
作
成

件
数
は
三
五
九
件
で
あ
る
。

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点

二
〇
一
〇
年
度
よ
り
の
「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究
拠
点
」（
二
〇

〇
九
年
、
文
部
科
学
大
臣
認
定
）
は
、
昨
年
度
で
第
二
期
六
ヶ
年
の
六
年
目
を
迎
え
た
。

拠
点
が
設
け
た
課
題
に
つ
い
て
共
同
研
究
者
を
公
募
す
る
特
定
共
同
研
究
と
、
課
題
・

共
同
研
究
者
を
公
募
す
る
一
般
共
同
研
究
と
い
う
二
つ
の
区
分
が
あ
り
、
各
課
題
は
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
協
議
会
で
の
審
議
を
経
て
採
択
決
定
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
の
協
議
会

は
、
二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
・
二
〇
二
二
年
三
月
一
四
日
の
二
回
開
催
し
た
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）。

二
〇
二
一
年
度
の
特
定
共
同
研
究
は
、
①
古
代
史
料
領
域
「
小
川
八
幡
神
社
大
般
若
経

の
文
化
資
源
化
研
究
」（
二
〇
一
九
～
二
一
年
度
）、
②
中
世
史
料
領
域
「
賀
茂
別
雷
神
社

文
書
の
調
査
・
研
究
」（
二
〇
一
八
～
二
一
年
度
）、
③
近
世
史
料
領
域
「
史
料
編
纂
所
所

蔵
維
新
関
係
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
」（
二
〇
二
〇
～
二
一
年
度
）、
④
海
外
史
料
領
域

「
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
・
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
・
Ｖ
Ｏ
Ｃ
文
書
・
Ｅ
Ｉ
Ｃ
文
書
の
分
野
横

断
的
研
究
」（
二
〇
一
九
～
二
一
年
度
）、
⑤
複
合
史
料
領
域
「
東
ア
ジ
ア
の
合
戦
図
の
比

較
研
究
」（
二
〇
一
九
～
二
一
年
度
）
で
あ
り
、
の
べ
人
数
に
て
五
三
名
の
所
外
研
究
者

と
三
六
名
の
所
内
研
究
者
が
参
加
し
た
。

一
般
共
同
研
究
は
一
五
件
の
課
題
を
採
択
し
、
の
べ
人
数
に
て
六
七
名
の
所
外
研
究
者

と
三
六
名
の
所
内
研
究
者
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
二
〇
一
九
年
度
の
課
題
一
件
、
二
〇
二
〇
年
度
の
課
題
一
三
件
が
今
年
度
に
研

究
期
間
を
延
長
し
て
活
動
し
た
。

本
拠
点
共
同
研
究
で
は
、
大
学
や
国
立
の
研
究
機
関
の
み
な
ら
ず
、
地
方
自
治
体
の
教

育
委
員
会
・
史
料
館
・
博
物
館
・
郷
土
資
料
館
・
図
書
館
を
は
じ
め
、
民
間
の
研
究
機
関

や
史
料
原
本
を
所
蔵
し
て
い
る
寺
社
や
文
庫
な
ど
と
連
携
し
て
広
く
史
料
情
報
の
収
集
・

公
開
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
多
種
多
様
な
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
を

果
た
し
、
当
該
分
野
の
研
究
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
二
〇
二
一
年
度

は
、
岩
手
・
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
静
岡
・
福
井
・
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・
奈

良
・
和
歌
山
・
島
根
・
山
口
・
愛
媛
・
福
岡
・
長
崎
・
熊
本
・
鹿
児
島
の
各
都
府
県
の
文

化
財
関
係
諸
機
関
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
陽
明
文
庫
な
ど
と
共
同
調
査
・
研
究
を
遂

行
し
た
。

そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
国
際
研
究
集
会
・
研
究
集
会
を
開
催
し
た
ほ

か
、
書
籍
と
し
て
、
橋
本
素
子
・
角
田
朋
彦
・
野
村
朋
弘
『
史
料
纂
集�

宇
治
堀
家
文

書
』（
八
木
書
店
、
二
〇
二
一
年
八
月
）、
井
上
泰
至
編
『
資
料
論
が
ひ
ら
く
軍
記
・
合
戦
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図
の
世
界
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）、
賀
茂
別
雷
神
社
史
料
編
纂
会
『
賀
茂

別
雷
神
社
史
料
3　

賀
茂
神
主
経
久
記
1
』（
山
代
印
刷
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
）、
松
方

冬
子
編
『
オ
ラ
ン
ダ
語
史
料
入
門
―
日
本
史
を
複
眼
的
に
み
る
た
め
に
―
』（
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
の
ほ
か
、
一
二
冊
の
報
告
書
を
刊
行
し
た
（
終
了
分
課
題

も
含
む
）。

各
共
同
研
究
の
内
容
お
よ
び
成
果
の
概
要
は
、
本
誌
「
史
料
研
究
・
成
果
公
開
」
の

「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
よ
る
研
究
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
今
年
度
は
、
前
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
な
か
、
特
集
展
示
「
海
の

帝
国
琉
球
―
八
重
山
・
宮
古
・
奄
美
か
ら
み
た
中
世
―
」（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
～

五
月
九
日
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）、
特
別
展
「
よ
み
が
え
る
承
久
の
乱
―
後
鳥
羽
上

皇�

Ｖ
Ｓ�

鎌
倉
北
条
氏
―
」（
二
〇
二
一
年
四
月
六
日
～
五
月
二
三
日
〈
緊
急
事
態
宣
言

に
伴
い
四
月
二
四
日
で
閉
幕
〉、
京
都
文
化
博
物
館
）、
企
画
展
示
「
獅
子
奮
迅
！

般
若

寺
と
般
若
寺
村
の
歴
史
―
般
若
寺
所
蔵
の
歴
史
資
料
か
ら
―
」（
二
〇
二
一
年
六
月
一
五

日
～
七
月
二
五
日
、
奈
良
市
史
料
保
存
館
）、
特
別
展
「
よ
み
が
え
る
中
世
の
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
」（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
日
～
一
一
月
二
八
日
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）、
特
別

展
「
都
の
神�

や
し
ろ
と
ま
つ
り
―
世
界
遺
産
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）
の
至
宝

―
」（
二
〇
二
二
年
一
月
二
七
日
～
三
月
二
六
日
、
國
學
院
大
學
博
物
館
）
な
ど
が
開
催

さ
れ
、
展
示
や
図
録
、
講
演
会
な
ど
に
よ
り
共
同
研
究
の
成
果
が
周
知
さ
れ
た
。

撮
影
に
よ
る
収
集
画
像
デ
ー
タ
、
あ
る
い
は
目
録
化
に
よ
る
作
成
デ
ー
タ
は
、
本
所
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
所
蔵
史
料
目
録
」「H

I-CA
T

�Plus

」「
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ

グ
」
に
て
公
開
し
て
い
る
。
画
像
は
本
所
閲
覧
室
端
末
に
て
閲
覧
で
き
る
。

な
お
、
本
拠
点
に
関
し
て
、
課
題
の
概
要
、
公
募
（
課
題
・
共
同
研
究
員
）、
研
究
会

等
の
催
し
の
案
内
、
成
果
物
の
刊
行
な
ど
、
随
時
本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
信
し
て
い

る
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ニ
ュ
ー
ス
お
よ
び
「
史
料
編
纂
所　

拠
点
」
な
ど
で
検
索
の
上
、

参
照
さ
れ
た
い
。

Ｉ
Ｒ
・
広
報
室

史
料
研
究
の
成
果
を
広
く
公
開
・
発
信
す
る
こ
と
は
史
料
編
纂
所
の
重
要
な
目
的
・
特

徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
こ
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要
が
近
年
一
段
と
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
一
九
年
四
月
よ
り
新
た
に
「
Ｉ
Ｒ
・
広
報
室
」
を
設
置

し
、
三
名
の
室
員
（
平
澤
加
奈
子
：
Ｉ
Ｒ
・
広
報
担
当
、Seifm

an,�T
ravis

：
国
際
発

信
担
当
、
三
島
暁
子
：
編
集
担
当
）
を
配
置
し
て
い
る
。
各
担
当
の
役
割
お
よ
び
二
〇
二

一
年
度
の
業
務
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
Ｉ
Ｒ
・
広
報
担
当
〕
東
京
大
学
認
定
Ｕ
Ｒ
Ａ
と
し
て
、
拠
点
研
究
活
動
の
諸
指
標
に
も

と
づ
く
点
検
・
評
価
を
日
常
的
に
実
施
し
た
。
ま
た
、JSPS

科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど

外
部
資
金
の
獲
得
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
研
究
経
費
の
多
様
化
や
研
究
環

境
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
研
究
活
動
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。
そ
の
活

動
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
に
東
京
大
学
シ
ニ
ア
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
認
定
さ
れ
た
。

概
算
要
求
対
応
／
学
内
第
二
次
配
分
対
応
／
二
〇
二
〇
年
度
共
同
研
究
・
共
同
拠
点
実

施
状
況
報
告
書
作
成
作
業
／
外
部
資
金
取
得
に
向
け
た
説
明
会
開
催
／research�

m
ap

登
録
説
明
会
開
催
／
外
部
資
金
情
報
収
集
・
提
供
／
外
部
資
金
申
請
サ
ポ
ー
ト

／researchm
ap

代
理
登
録
作
業
／JSPS

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
（
以
下
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
）
運
営
サ
ポ
ー
ト
／

JA
D

H
2021

運
営
サ
ポ
ー
ト
／
附
置
研
・
セ
ン
タ
ー
長
会
議
第
三
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
運
営
／
Ｕ
Ｔ
Ｒ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
運
営
サ
ポ
ー
ト
／
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
対
応
／
本
部

広
報
へ
の
記
事
掲
載
／
取
材
対
応
／
史
料
編
纂
所
ロ
ゴ
マ
ー
ク
商
標
登
録
／
史
料
編
纂

所
グ
ッ
ズ
の
作
成
／
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
と
の
連
携

〇
会
議
等
出
席

（
所
内
）
研
究
企
画
委
員
会
／
財
務
企
画
小
委
員
会
／
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
関
連
会
議

（
所
外
）
Ｕ
Ｒ
Ａ
連
絡
会
議
／
ふ
ち
け
ん
Ｗ
Ｇ
／
部
局
広
報
事
務
担
当
者
連
絡
会

（
学
外
）
文
部
科
学
省
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
作
業
部
会
／
同
人
文
学
・
社
会
科

学
特
別
委
員
会
／
同
研
究
費
部
会
／IN

O
RM

S2021

／JIN
SH

A

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関

連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
Ｒ
Ｕ
Ｃ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
／M

IRA
I-D

X

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
Ｒ

Ａ
協
議
会
大
会

〔
国
際
発
信
担
当
〕
各
種
広
報
の
英
文
化
に
つ
と
め
、
国
際
発
信
力
の
抜
本
的
な
強
化
を

図
っ
た
。

本
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・T

w
itter

へ
の
英
文
作
成
・
修
正
作
業
／
『
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
要
覧
二
〇
二
一
年
』（
英
語
版
）
／
本
部
提
出
書
類
の
英
文
作
成
・
修
正
作
業

〔
編
集
担
当
〕
本
所
の
年
次
発
行
物
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
報
・
同
研
究
紀
要
・
同
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要
覧
）
の
編
集
を
担
当
し
、
成
果
公
開
の
円
滑
化
を
図
っ
た
。

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
要
覧
二
〇
二
一
年
』（
日
本
語
版
）
／
『
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
所
報
』
五
六
号
／
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
三
二
号

�

（
室
長
：
本
郷
恵
子
）�

図
書
部

史
料
編
纂
所
は
史
料
研
究
・
編
纂
を
進
め
る
た
め
に
、
明
治
初
年
か
ら
現
在
に
い
た
る

ま
で
、
国
内
外
日
本
史
関
係
史
料
の
調
査
・
蒐
集
を
続
け
て
き
た
。

寄
贈
・
移
管
・
購
入
等
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
た
原
本
史
料
・
写
本
は
、
国
宝
一
件
、
重

要
文
化
財
一
九
件
を
含
め
、
二
〇
万
点
を
超
え
る
。
ま
た
、
各
地
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
を

調
査
し
、
筆
写
・
撮
影
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
複
製
を
作
成
し
て
、
書
庫

に
蓄
積
し
て
き
た
。
各
種
複
製
史
料
の
数
も
、
一
八
万
件
に
及
ぶ
。
ま
た
、
日
本
史
を
中

心
に
歴
史
関
係
の
研
究
書
・
地
方
史
・
雑
誌
類
を
蒐
集
し
て
い
る
。
蓄
積
さ
れ
た
図
書
・

史
料
は
閲
覧
室
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

史
料
編
纂
所
図
書
部
は
、
1
図
書
・
史
料
の
受
入
れ
と
管
理
、
2
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
画
像
公
開
、
3
所
蔵
史
料
の
複
製
・
掲
載
・
放
映
申
請
及
び
そ
の
他
の
問
合
わ
せ
へ
の

対
応
、
4
所
蔵
史
料
の
展
示
の
た
め
の
貸
出
し
（
出
陳
）、
5
書
庫
及
び
閲
覧
室
の
管
理

な
ど
の
業
務
に
よ
っ
て
、
史
料
編
纂
所
の
研
究
事
業
お
よ
び
共
同
研
究
・
共
同
利
用
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
度
に
は
、
史
料
編
纂
所
庁
舎
本
館
部
分
の
耐
震
補
強
工
事
に
伴
う
図
書
部

事
務
室
の
退
避
か
ら
の
復
帰
を
終
え
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
で

は
、
昨
年
度
同
様
、
東
京
大
学
の
活
動
制
限
指
針
に
基
づ
き
、
活
動
制
限
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
職
員
の
出
勤
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
所
外
者
の
閲
覧
を
停
止
・
制
限
し
つ
つ
、
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
を
模
索
し
、
ま
た
研
究
所
と
し
て
の
研
究
・
編
纂
事
業
に
必
要
な
業
務
を

維
持
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
閲
覧
室
の
開
室
縮
小
・
職
員
の
在
宅
勤
務
拡
大
に
対
応
す

る
た
め
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
各
種
問
合
わ
せ
・
手
続
き
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
導
入
し

て
お
り
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
か
ら
は
新
た
に
貴
重
書
閲
覧
に
つ
い
て
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム

に
よ
る
事
前
問
合
わ
せ
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
本
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

合
わ
せ
、
図
書
部
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
も
更
新
し
た
。

閲
覧
室
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
耐
震
工
事
に
伴
う
閲
覧
席
・
端
末
数
管
理
の
必
要
か
ら

開
始
し
た
予
約
制
を
維
持
し
て
、所
外
か
ら
の
来
室
予
定
者
を
把
握
し
、効
率
的
な
運
営
と
、�

活
動
制
限
の
変
更
に
よ
る
状
況
変
化
等
の
情
報
の
迅
速
な
提
供
を
図
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

内
資
料
搬
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど
、
非
来
室
型
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
も
努
め
て
い
る
。

感
染
症
拡
大
に
よ
り
多
く
の
機
関
に
お
い
て
史
料
の
閲
覧
が
困
難
と
な
る
中
で
、
史
料

画
像
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
と
公
開
の
拡
大
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
図
書
部
で

は
「
史
料
画
像
デ
ジ
タ
ル
化
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
用
い
て
、
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
画
像
、
所
蔵
史
料
及
び
採
訪
調
査
等
に
よ
る
所
外
史
料
の
デ
ジ
タ
ル

撮
影
画
像
の
番
号
付
与
か
ら
サ
ー
バ
ー
へ
の
登
録
ま
で
の
一
貫
し
た
管
理
を
担
っ
て
お

り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
や
、
東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構

築
事
業
に
よ
り
、
本
所
所
蔵
史
料
の
新
た
な
画
像
をH

i-CA
T

�Plus

、
所
蔵
史
料
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
公
開
し
て
い
る
。

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
や
大
型
科
研

の
活
動
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
公
開
が
急
速
に
進
展
す
る
状
況
の
中
で
、
図
書

部
の
史
料
情
報
担
当
者
が
協
議
に
参
加
し
、
研
究
部
と
密
接
に
連
携
し
て
方
針
や
手
順
に

関
す
る
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
公
開
環
境
の
急
激
な
変
化
の
中

で
、
史
料
採
訪
に
協
力
い
た
だ
い
た
史
料
所
蔵
者
の
個
人
情
報
に
配
慮
し
、
意
向
を
尊
重

し
つ
つ
公
開
を
進
め
る
道
筋
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
継
続
し
て
い
る
。

一
方
、
図
書
・
史
料
現
物
の
受
入
れ
と
整
理
、
蔵
書
点
検
、
閲
覧
室
の
維
持
、
史
料
及

び
書
庫
の
管
理
・
保
全
な
ど
、
在
宅
で
は
処
理
で
き
な
い
業
務
も
多
く
存
在
す
る
。

図
書
・
史
料
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
出
勤
日
数
抑
制
の
中
で
も
ほ
ぼ
順
調
に
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
各
地
の
博
物
館
等
へ
の
出
陳
に
つ
い
て
も
再
開
し
た
。

史
料
の
管
理
保
全
に
関
し
て
は
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
や
出
陳
と
連
動
し
て
、
史
料
保
存
技

術
室
と
連
携
し
つ
つ
必
要
な
修
理
・
再
装
備
・
再
配
置
等
を
行
な
っ
た
。
蔵
書
点
検
に
つ

い
て
も
、
日
常
業
務
と
並
行
し
て
柔
軟
な
体
制
で
必
要
な
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

懸
案
で
あ
る
書
庫
の
老
朽
化
・
狭
隘
化
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
事
業
と
し
て
「
貴
重
史

料
の
保
全
と
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究
基
盤
の
強
化
」
事
業
（
二
〇
一
九
年
度
～
二
一

年
度
）
の
予
算
配
分
を
受
け
、
二
〇
二
一
年
度
は
書
架
の
増
設
や
ス
ペ
ー
ス
利
用
の
見
直

し
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
な
る
改
善
を
図
っ
た
。
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現
有
の
人
的
資
源
に
限
り
が
あ
る
一
方
、
図
書
部
に
期
待
さ
れ
る
業
務
は
多
様
化
し
て

お
り
、
負
担
は
過
重
と
な
っ
て
い
る
。
効
率
化
を
進
め
つ
つ
、
業
務
内
容
の
整
理
に
努
め

て
い
る
。
史
料
編
纂
所
図
書
部
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
よ

び
多
様
な
利
用
者
の
方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
努
力
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
所
内
で

の
研
究
部
・
技
術
部
・
各
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
し
、
課
題
を
共
有
し
て
ゆ

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
二
〇
二
一
年
度
の
業
務
の
遂
行
状
況
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一　

貴
重
書
庫
の
温
湿
度
管
理

（
一
）
常
時
温
湿
度
の
監
視
を
行
い
安
定
に
努
め
て
い
る
。
特
別
資
料
庫
（
経
済
学
研
究

科
学
術
交
流
棟
地
下
二
階
）
は
遠
隔
監
視
を
行
っ
て
い
る
。

二　

原
本
史
料
等
の
管
理

（
一
）
未
整
理
史
料
の
整
理
を
進
め
た
。
貴
重
書
「
賀
茂
中
村
郷
年
中
納
遣
方
帳
」（
〇
一

五
三
―
六
一
）、「
御
産
部
類
記　

待
賢
門
院　

天
治
元
年
」（
〇
一
五
七
―
九
）
等

九
点
、
写
本
「
田
制
志
料
」（
四
一
五
三
―
八
四
）
等
一
七
冊
の
整
理
が
終
了
し
た
。

（
二
）
撮
影
に
伴
い
、
特
殊
蒐
書
「
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
」
の
う
ち
「
陸
中
国
釜
石
港
之

図
」（
一
〇
―
三
〇
）
等
二
点
の
修
理
、
再
装
備
を
行
っ
た
。
二
〇
一
七
年
度
よ
り

継
続
し
て
、
修
理
・
撮
影
が
完
了
し
た
「
往
復
」（
史
料
編
纂
所
の
史
料
収
集
記

録
）
を
経
済
書
庫
に
配
架
し
て
い
る
。

（
三
）
新
規
受
入
史
料
、
返
却
史
料
、
寄
託
史
料
等
の
燻
蒸
を
業
者
委
託
に
よ
り
実
施
し
た
。

三　

書
庫
内
環
境
の
整
備
、
狭
隘
化
対
策

（
一
）
月
に
一
回
の
書
庫
内
環
境
整
備
・
清
掃
を
職
員
の
手
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

（
二
）
書
庫
三
～
七
層
の
空
調
機
器
（
デ
シ
カ
）
は
、
不
具
合
が
発
生
す
る
都
度
、
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
い
る
。

（
三
）
書
庫
狭
隘
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
四
層
、
五
層
、
九
層
に
書
架
を
増
設
し
た
。

ま
た
、
一
層
の
事
務
書
類
ス
ペ
ー
ス
を
整
理
・
縮
小
し
、
そ
の
結
果
空
い
た
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
一
～
三
層
、
五
層
刊
本
の
移
動
作
業
を
業
務
委
託
に
よ
り
実
施
し
た
。

（
四
）
耐
震
対
策
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
書
庫
内
書
架
に
落
下
防
止
シ
ー
ト
を
設

置
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
四
～
五
層
の
設
置
が
済
ん
で
お
り
、
二
〇
二
一
年
度
は
七

層
に
設
置
し
た
。

四　

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

（
一
）
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
（
二
五
リ
ー
ル
、
二
三
六
八
三
コ
マ
）
を

行
っ
た
。

（
二
）
本
所
所
蔵
史
料
の
画
像
九
八
八
点
（
七
二
五
六
五
コ
マ
）
に
つ
い
て
、
所
蔵
史
料

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
公
開
を
行
っ
た
。

（
三
）
東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
事
業
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
撮
影
シ

ー
ト
フ
ィ
ル
ム
（
4
×
5
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
よ
り
、
一
八
点
（
四
〇
四
コ
マ
）

の
シ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
画
像
を
作
成
し
、
画
像
公
開
を
行
っ
た
。

（
四
）
四
〇
〇
〇
番
台
写
本
類
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
度
作
成
の
指
針
に
則
り
、
所

外
に
お
い
て
業
者
委
託
撮
影
を
行
っ
た
。
撮
影
画
像
二
四
六
点
（
一
九
〇
七
七
コ

マ
）
は
二
〇
二
二
年
度
に
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
公
開
予
定
で
あ
る
。

（
五
）
サ
ー
バ
ー
（A

rchub

）
へ
の
画
像
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
お
よ
び
簡
易
検
索
目
録
の
作

成
を
行
っ
た
。
画
像
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
件
数
は
次
の
通
り
。

①
国
内
採
訪
マ
イ
ク
ロ
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
デ
ー
タ　

二
フ
ォ
ル
ダ　

一
四
八
〇
コ
マ

②
デ
ジ
タ
ル
撮
影
デ
ー
タ　

一
五
三
フ
ォ
ル
ダ　

六
三
五
三
一
コ
マ

（
六
）
採
訪
調
査
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
デ
ー
タ（
二
五
七
件
）をH

i-CA
T

�Plus

に
登
録
し
た
。

（
七
）「
史
料
画
像
デ
ジ
タ
ル
化
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」（
旧
「
デ
ジ
タ
ル
採
訪
進
捗
管
理

シ
ス
テ
ム
」）
の
改
修
に
あ
た
り
、
検
収
作
業
お
よ
び
ヘ
ル
プ
・
画
像
管
理
情
報
記

入
例
の
検
討
を
行
っ
た
。

五　

業
務
の
見
直
し
と
事
務
改
善
お
よ
び
利
用
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み

（
一
）
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
、
各
種
問
合
わ
せ
・
申
請
の
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
受
け

付
け
の
運
用
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
か
ら
は
貴
重
書

の
閲
覧
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
事
前
問
合
わ
せ
制
を
導
入
し
た
。
業

務
の
効
率
化
に
加
え
、
貴
重
書
の
状
態
確
認
を
余
裕
を
も
っ
て
行
え
る
こ
と
で
、
史

料
の
保
護
の
観
点
か
ら
も
利
点
が
あ
る
。

（
二
）
二
〇
二
〇
年
度
試
行
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
資
料
搬
送
サ
ー
ビ
ス
へ
の
参
加
は
、

二
〇
二
一
年
度
か
ら
本
格
実
施
と
し
た
。
し
か
し
、
学
内
者
向
け
史
料
画
像
プ
リ
ン

ト
臨
時
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
が
な
か
っ
た
た
め
終
了
し
た
。

（
三
）
貴
重
書
閲
覧
室
内
で
の
Ｐ
Ｃ
利
用
を
可
に
し
、
利
用
方
法
を
整
備
し
た
。

（
四
）
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
採
訪
活
動
等
に
よ
り
所
外
史
料
か
ら
作
成
さ
れ
た
複
製
物
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の
利
用
条
件
を
原
本
所
蔵
者
と
確
認
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｇ
に
参
加
し
て
協
議

を
行
っ
た
。

（
五
）
耐
震
改
修
工
事
に
伴
い
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
よ
り
第
二
収
蔵
庫
（
六
〇
一
室
）

を
所
員
向
け
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
た
が
、
工
事
終
了
後
演
習
室
が

利
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
二
〇
二
一
年
九
月
を
以
て
提
供
を
終
了
し
た
。

二
〇
二
一
年
度
は
一
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

（
六
）
耐
震
改
修
工
事
終
了
に
伴
い
所
員
の
史
料
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
不
要
と
な
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
、
引
き
続
き
所
外
者
の
閲
覧
席

数
・
端
末
数
の
制
限
を
行
っ
て
い
る
。

（
七
）
二
〇
二
〇
年
度
に
続
き
、
二
〇
二
一
年
度
も
新
任
者
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
中
止

と
し
た
が
、
新
た
に
図
書
部
で
立
ち
上
げ
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
、
詳
し
い
利
用
案

内
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
例
年
新
入
所
員
・
研
究
員
向
け
に
配
布
す
る
「
図
書
室
利

用
案
内
」（
所
内
用
）
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
合
わ
せ
た
内
容
に
改
定
し
た
。

（
八
）
本
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
日
本
語
版
・
英
語
版
と
も
新

た
な
図
書
部
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
。

六　

蔵
書
点
検
の
実
施

（
一
）
耐
震
改
修
工
事
終
了
に
伴
う
研
究
室
移
転
作
業
の
た
め
、
例
年
四
月
に
五
日
間
行
っ

て
い
る
蔵
書
点
検
は
、
六
月
二
九
日
か
ら
七
月
一
日
に
三
日
間
に
短
縮
し
て
行
っ
た
。

（
二
）
リ
ス
ト
と
の
照
合
点
検
は
、
日
程
の
縮
小
に
伴
い
、
閲
覧
室
参
考
図
書
、
書
庫
五

層
特
別
参
考
図
書
、
書
庫
六
層
の
写
本
類
（
七
○
○
○
架
・IW

A
O

・T
O

K
O

RO

を
除
く
）
の
み
と
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
棚
並
び
の
点
検
、
棚
清
掃
を
行
っ
た
。

（
三
）
本
年
度
の
不
明
図
書
は
〇
冊
で
あ
る
。

七　

受
贈
・
受
託
・
借
用
・
出
陳
関
連
業
務

（
一
）
受
贈　

三
件
（
大
武
和
夫
、
長
谷
高
明
、
村
井
章
介
）

（
二
）
受
託　

契
約
更
新　

一
件
（
益
田
家
所
蔵
益
田
家
史
料
）

（
三
）
借
用　

七
件
（
宇
波
西
神
社
、
永
青
文
庫
、
松
尾
大
社
、
横
浜
開
港
資
料
館
、
醍

醐
寺
、
湯
原
章
綱
、
中
山
尚
彦
）

（
四
）
出
陳　

一
○
件
、
五
二
点
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
ほ
か
）

八　

利
用
・
申
請
件
数

（
一
）
所
外
来
室
者
数
（
六
〇
五
名　

う
ち
当
日
利
用
者
〇
名
）
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
の
た
め
、
二
〇
二
一
年
度
は
当
日
利
用
受
付
な
し
。

学
内
者
延
べ
三
一
六
名　

学
外
者
延
べ
二
八
九
名

史
料
・
図
書
請
求
回
数
延
べ
六
三
九
回

（
二
）
文
献
複
写
件
数

学
内
四
〇
五
件　

学
外
一
二
三
七
件　

計
一
六
四
二
件　

四
五
一
九
四
枚

（
三
）
申
請
件
数

①　

翻
刻･

復
刻　

四
件　

一
七
点

②　

掲
載
（
印
刷
物
・
Ａ
Ｖ
資
料
）　

四
一
九
件　

一
三
八
六
点

③　

放
映　

一
一
四
件　

三
一
六
点

④　

展
示
（
パ
ネ
ル
等
）　

三
九
件　

七
七
点

⑤　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開　

八
五
件　

二
〇
四
点

⑥　

複
製　

一
七
八
件　

六
六
二
点

　
（
う
ち
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
の
提
供　

四
三
件　

一
五
六
点
）

九　

視
察
・
見
学
者
の
た
め
の
案
内
・
展
示
業
務

書
庫
見
学
者
総
数　

三
件　

一
七
名

一
〇　

展
示
の
手
伝
い
・
記
録
保
管

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
展
示
は
、
耐
震
改
修
工
事
に
伴
う
移
転
作
業
お
よ
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
、
昨
年
度
と
同
様
実
施
し
な
か
っ
た
。

一
一　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

（
一
）
閲
覧
体
制
お
よ
び
業
務
体
制

⿠
開
室
時
間
短
縮
。

⿠
完
全
予
約
制
に
よ
る
閲
覧
。

⿠
本
学
活
動
制
限
レ
ベ
ル
に
準
じ
た
学
外
者
閲
覧
制
限
。

⿠
在
宅
勤
務
の
併
用
、
時
差
出
勤
、
積
極
的
な
年
次
有
給
休
暇
取
得
。

（
二
）
感
染
拡
大
防
止
対
策

⿠
閲
覧
室
入
口
、
書
庫
内
、
図
書
事
務
室
に
消
毒
液
設
置
。

⿠
開
室
、
閉
室
準
備
作
業
に
お
け
る
閲
覧
室
内
、
書
庫
内
消
毒
作
業
。

⿠
閲
覧
カ
ウ
ン
タ
ー
に
飛
沫
防
止
用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
。

⿠
閲
覧
席
、
閲
覧
用
端
末
の
減
数
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
。

⿠
閲
覧
用
端
末
、
利
用
者
用
複
写
機
に
キ
ー
ボ
ー
ド
・
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
カ
バ
ー
設
置
。
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⿠
閲
覧
室
内
、
書
庫
内
の
筆
記
用
具
を
撤
去
。

⿠
図
書
室
利
用
者
に
対
す
る
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
周
知
（
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着

用
、
体
調
不
良
時
の
来
室
取
り
や
め
の
お
願
い
）。

⿠
一
部
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。

⿠
事
務
室
内
の
「
三
密
」
を
避
け
る
工
夫
（
室
内
常
時
換
気
、
事
務
室
以
外
の
作
業
ス

ペ
ー
ス
確
保
）。

史
料
保
存
技
術
室

史
料
保
存
技
術
室
で
は
、
研
究
者
と
共
に
全
国
に
散
在
す
る
史
料
を
調
査
・
撮
影
し
、

歴
史
史
料
の
複
本
作
成
や
史
料
原
本
の
保
存
修
理
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
修
理
・
模
写
・
影
写
・
写
真
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
年
度
当

初
に
活
動
計
画
が
技
術
部
運
営
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
委
員
会
で
の
検
討
の
後
に
技
術
部

長
よ
り
教
授
会
で
報
告
さ
れ
た
。

活
動
の
詳
細
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
修
理
〉

○
修
理

島
津
家
文
書
「
文
書
」（
五
一
―
一
・
五
一
―
二
・
五
一
―
三
）�

三
点

土
御
門
文
書
（
貴
四
―
一
）
二
〇
通�

二
〇
点

「
口
宣
案
・
宣
旨
」
表
紙
（
Ｓ
貴
四
九
―
七
―
一
）�

一
点

田
染
文
書
の
う
ち
大
友
義
鑑
書
状
一
通�
一
点

吉
川
元
春
書
状�

一
通�
一
点

室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書�

四
通�

四
点

応
永
二
十
三
年
口
宣
案
（
中
山
定
親
奉
者
）�

一
点

万
里
小
路
惟
房
書
状�

一
点

近
衛
前
関
白
家
御
教
書�

一
点

大
友
義
鑑
書
状�

一
点

戸
村
文
書�

一
点

嶋
陰
集�

一
冊�

一
点

具
注
暦
断
簡
（
正
親
町
本
六
‐
五
五
）�

一
点

三
条
西
実
隆
卿
七
回
忌
願
文�

一
点

興
臨
寺
文
書
（
二
五
・
二
六
・
二
七
）�

三
点

東
寺
再
興
勧
進
文�

一
点

応
仁
大
乱�

一
巻�

一
点

松
尾
大
社
文
書
（
二
～
一
一
号
文
書
）
一
巻�

一
点

松
尾
大
社
文
書
（
八
九
～
九
七
号
文
書
）
一
巻�

一
点

永
青
文
庫
所
蔵
「
花
伝
書
抜
書
」
一
巻�

一
点

陽
明
文
庫
所
蔵
「
僧
綱
補
任
（
下
）」
一
巻�

一
点

宇
波
西
神
社
文
書�

一
〇
点

勝
海
舟
扁
額�

一
点

本
草
綱
目�

三
四
冊�

三
四
点

薩
摩
藩
士
中
山
家
文
書
「
琉
球
図
」
一
巻�

一
点

牛
黄
加
持
事�

一
点

蜷
川
親
直
画
像
（
模
写
）
一
軸�

一
点

島
津
家
文
書
「
万
暦
二
十
二
年
六
月
檄
告
」（
影
写
本
）
一
巻�

一
点

○
裏
打

近
衛
家
所
領
目
録
（
影
写
本
）
一
冊�

一
点

神
奈
川
開
港
関
係
書
類
（
四
二
五
一
―
二
―
一
）�

一
点

拓
本�

九
点

往
復
書
簡�

九
点

○
製
本�

明
治
三
年
糺
問
司
書
類
（
維
新
引
継
本�

Ｉ
に
六
八
六
―
一
～
三
）
三
冊�

三
点

嘉
永
六
年
綴
（
外
務
省
引
継
外
編�

六
〇
四
～
六
三
九
）
一
八
冊�

一
八
点

蘭
斎
畫
譜�

四
冊
（
四
つ
目
綴
じ
直
し
）�

四
点

二
〇
〇
〇
番
代
写
本�

一
四
冊
（
四
つ
目
綴
じ
直
し
）�

一
四
点

東
大
寺
文
書
（
影
写
本
）（
仮
綴
じ
）�

一
点

往
復
書
簡
（
紙
縒
綴
じ
直
し
）�

七
八
点

法
学
部
所
蔵
「
御
前
落
居
記
録
」「
御
前
落
居
奉
書
」�

二
点

○
装
備
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徐
目
次
第
（
題
箋
貼
り
）�

一
点

○
手
当

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
（
一
〇
―
三
〇
・
一
〇
―
四
五
）�

二
点

院
号
定
部
類
記
（
二
〇
五
七
―
一
五
三
―
二
）�

一
点

小
早
川
秀
秋
画
像
（
模
写
）�

一
点

○
料
紙
調
査

入
来
院
文
書
（
Ｓ
〇
六
七
一
―
一
八
―
二
・
三
・
一
二
・
一
七
・
一
八
）

口
宣
案
（
貴
四
七
―
二
・
貴
四
九
―
七
・
貴
四
九
―
二
）

兵
庫
県
多
可
町
壽
岳
文
章
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

○
そ
の
他

島
津
家
文
書
刀
狩
令
レ
プ
リ
カ
巻
子
作
成

織
田
信
長
朱
印
状
、
自
筆
書
状
レ
プ
リ
カ
掛
軸
作
成

�

（
髙
島
晶
彦
・
山
口
悟
史
）�

〈
模
写
〉

○
摸
写

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
色
指
定　

第
四
幅　

第
五
幅�

二
点

○
ト
レ
ー
ス
図

筑
前
国
聖
福
寺
古
図�
一
点

○
図
案
制
作

二
〇
二
一
年
度
要
覧
和
文
・
英
文
表
紙
、
組
織
図
、
レ
イ
ア
ウ
ト
イ
メ
ー
ジ
作
成

�

四
点

史
料
編
纂
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
画
像
作
成�

一
点

○
色
料
・
表
現
等
調
査

實
測
輿
地
圖
（
蝦
夷
地
・
東
日
本
・
西
日
本
）　

御
両
国
測
量
絵
図
（
伊
能
大
図
七

舗
）　

防
長
両
国
大
絵
図
（
正
保
長
門
国
絵
図
）�

一
一
点

�

（
村
岡
ゆ
か
り
）

〈
影
写
〉

○
影
写

「
中
院
一
品
記
」（
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
巻
二�

紙
背
文
書�

三
点

「
細
川
忠
興
書
状
」（
永
青
文
庫
所
蔵
「
花
伝
書
抜
書
」
紙
背
文
書
）�

一
点

「
織
田
信
長
朱
印
状
」（
史
料
編
纂
所
所
蔵
）�

一
点

○
筆
跡
調
査

「
中
院
一
品
記
」（
史
料
編
纂
所
所
蔵
）

○
画
像
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

電
子
く
ず
し
字
字
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
、
く
ず
し
字
代

表
字
形
の
抽
出
作
業
お
よ
び
切
り
出
し
画
像
等
の
監
修�

七
三
八
四
五
件

花
押
纂
彙
等
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
統
合
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
、
花
押
纂

彙
・
花
押
カ
ー
ド
・
新
花
押
の
画
像
デ
ー
タ
の
集
積
作
業
お
よ
び
切
り
出
し
画
像

等
の
監
修�

二
二
五
〇
二
件

○
そ
の
他

〈
墨
書
業
務
〉

題
箋
・
内
題
・
奥
書
・
扉
書
等�

二
点

�

（
宮
﨑
肇
・
神
戸
雅
史
）�

〈
写
真
〉

◯
デ
ジ
タ
ル
画
像　

撮
影
・
現
像　

等

東
鑑　

舊
記
雑
録　

言
継
卿
記　

醍
醐
寺
史
料　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
古
写
経
群　

岩

倉
具
視
関
係
史
料　

N
athan�Sato

氏
旧
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板　

本
所
所
蔵
貴
重
書　

他

�

撮
影
数　
　
　
　

八
一
六
〇
カ
ッ
ト

�

ス
キ
ャ
ン
数　
　
　
　

六
〇
カ
ッ
ト

�

画
像
処
理
数　

六
八
一
〇
四
カ
ッ
ト

�

（
谷
昭
佳
・
高
山
さ
や
か
）�

①
史
料
保
存
技
術
室
主
催
講
習
会

毎
年
、
所
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
耐
震
退
避
復
帰
中
と
い
う
状
況
下
の
た
め
、
全
体
で
は
中
止
と
し
、
要
望
が
あ

れ
ば
個
別
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
見
学
に
お
け
る
制
作
実
技
及
び
作
品
発
表
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国
内
外
の
来
賓
等
の
来
所
に
際
し
、
技
術
部
と
し
て
制
作
実
技
及
び
作
品
発
表
を
行

っ
た
。
な
お
、
全
室
で
の
対
応
の
場
合
は
室
名
を
記
し
て
い
な
い
。

二
〇
二
一
年
一
二
月
二
二
日　
　

�

奈
良
文
化
財
研
究
所
都
城
発
掘
調
査
部
資
料
研
究

室　

畑
野
吉
則
氏�

計
四
名

　
　
　
　
　

一
二
月
二
三
日　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
保
健
所
（
修
理
室
・
影
写
室
）
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外
部
資
金
一
覧

科
学
研
究
費
助
成
事
業

天
皇
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
史
料
の
高
度
利
用
化
と
日
本
目
録
学
の
進
展
―
知
の
体
系
の
構

造
伝
来
の
解
明

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
S

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｈ
〇
六
一
一
七

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

三
八
〇
九
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
二
九
三
〇
万
円
、
間
接
経
費
八
七
九
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

田
島　

公

摂
関
家
伝
来
史
料
群
の
研
究
資
源
化
と
伝
統
的
公
家
文
化
の
総
合
的
研
究

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｈ
〇
〇
九
二
六

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

六
八
九
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
五
三
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
九
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
一
〇
五
万
円

研
究
代
表
者　
　

教
授　

尾
上　

陽
介

統
合
史
資
料
画
像
デ
ー
タ
の
生
成
と
駆
動
方
式
の
確
立
に
よ
る
人
文
科
学
研
究
基
盤
の
創
出

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

一
八
Ｈ
〇
三
五
七
六

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

七
〇
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
五
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
六
二
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

山
田　

太
造

日
本
中
近
世
寺
社
〈
記
録
〉
論
の
構
築
―
日
本
の
日
記
文
化
の
多
様
性
の
探
究
と
そ
の
研

究
資
源
化研

究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

一
八
Ｈ
〇
三
五
八
三

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

四
一
六
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
三
二
〇
万
円
、
間
接
経
費
九
六
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
五
八
万
八
四
八
〇
円

研
究
代
表
者　
　

教
授　

遠
藤　

基
郎

デ
ー
タ
繋
留
型
編
纂
支
援
・
資
源
化
シ
ス
テ
ム
構
築
と
歴
史
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
次
世

代
展
開

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｈ
〇
〇
五
三
三

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

一
二
六
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
九
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
九
一
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

山
口　

英
男

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
金
石
文
史
料
の
研
究
資
源
化
と
学
融
合
的
歴
史
叙
述
へ
の
応
用
研
究

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｈ
〇
〇
五
三
六

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

総　
　

額　
　
　

七
一
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
五
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
六
五
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
三
〇
万
円

研
究
代
表
者　
　

教
授　

菊
地　

大
樹

分
散
型
大
規
模
大
名
家
史
料
群
の
高
度
学
術
資
源
化
と
地
域
還
元

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｈ
〇
〇
五
三
七

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

九
三
六
万
円
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（
直
接
経
費
七
二
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
一
六
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
六
〇
万
円

研
究
代
表
者　
　

教
授　

鶴
田　

啓

「
国
際
古
文
書
料
紙
学
」
の
確
立

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｈ
〇
〇
五
四
九

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

一
〇
九
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
八
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
五
二
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
九
八
万
円

研
究
代
表
者　
　

特
任
助
教　

渋
谷　

綾
子

コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
応
じ
た
人
文
科
学
デ
ー
タ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
関
す
る
研
究

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
一
〇

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

総　
　

額　
　
　

一
四
八
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
一
一
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
三
四
二
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

山
家　

浩
樹

筆
跡
・
花
押
情
報
の
高
度
利
活
用
研
究
―
収
集
ス
キ
ー
ム
の
錬
成
と
関
連
歴
史
情
報
と
の

統
合
に
よ
る
―

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
二
二

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

総　
　

額　
　
　

一
二
二
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
九
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
八
二
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

末
柄　

豊

在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
貴
重
史
料
の
研
究
資
源
化
に
よ
る
維
新
史
料
研
究
国
際
ハ

ブ
拠
点
の
形
成

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｈ
〇
〇
〇
二
三

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

総　
　

額　
　
　

九
六
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
七
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
二
二
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
二
〇
〇
万
円

研
究
代
表
者　
　

教
授　

保
谷　

徹

外
交
の
世
界
史
の
再
構
築
―
一
五
～
一
九
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
交
易
と
政
権
に
よ

る
保
護
・
統
制
―

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｈ
〇
四
三
五
五

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

総　
　

額　
　
　

五
二
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
四
〇
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
二
〇
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

松
方　

冬
子

断
片
的
史
料
情
報
の
集
積
と
歴
史
知
識
情
報
の
相
互
参
照
体
制
の
確
立
に
よ
る
新
た
な
史

料
学
構
築
研
究

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
A

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｈ
〇
四
三
五
六

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
五
年
度

総　
　

額　
　
　

一
〇
〇
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
七
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
三
一
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

西
田　

友
広

近
世
統
一
政
権
の
成
立
と
天
下
普
請
の
展
開
―
中
近
世
移
行
期
史
料
の
研
究
資
源
化
を
通

じ
て
―

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
B

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｈ
〇
二
三
八
二

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
一
四
〇
万
円

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

及
川　

亘

南
西
諸
島
に
お
け
る
海
上
交
通
の
復
元
的
研
究
―
「
帆
船
の
時
代
」
の
「
歴
史
航
海
図
」
―

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
B
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課
題
番
号　
　
　

一
八
Ｈ
〇
〇
六
九
八

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

三
三
八
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
二
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
七
八
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
三
五
万
一
二
五
〇
円

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

黒
嶋　

敏

地
域
連
携
に
も
と
づ
く
秋
田
藩
家
蔵
文
書
の
史
料
学
的
研
究

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
B

課
題
番
号　
　
　

一
八
Ｈ
〇
〇
七
〇
九

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
一
〇
〇
万
円

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

金
子　

拓

明
治
太
政
官
文
書
を
対
象
と
し
た
分
散
所
在
史
料
群
の
復
元
的
考
察
に
基
づ
く
幕
末
維
新

史
料
学
の
構
築

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
B

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｈ
〇
一
三
〇
三

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

二
〇
八
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
一
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
四
八
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
七
〇
万
円

研
究
代
表
者　
　

教
授　

箱
石　

大

「
原
本
史
料
情
報
解
析
」
の
方
法
に
よ
る
中
世
西
国
武
家
文
書
の
研
究
と
展
開

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
B

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｈ
〇
一
三
〇
七

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

総　
　

額　
　
　

四
〇
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
三
一
〇
万
円
、
間
接
経
費
九
三
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

本
郷　

恵
子

漢
籍
書
き
入
れ
の
日
本
中
世
史
史
料
と
し
て
の
活
用
を
め
ぐ
る
研
究

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｋ
〇
三
〇
六
〇

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

一
〇
四
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

川
本　

慎
自

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
解
析
に
よ
る
幕
末
明
治
初
期
ガ
ラ
ス
原
板
写
真
の
史
料
学
研
究

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｋ
〇
〇
九
三
四

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

一
〇
四
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

技
術
職
員　

谷　

昭
佳

受
発
信
文
書
か
ら
見
る
開
港
期
の
出
島
商
館
―
明
細
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
分

析
―

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｋ
〇
〇
九
三
五

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

六
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

松
井　

洋
子

日
本
中
世
古
記
録
・
文
献
史
料
の
史
料
学
的
研
究
に
よ
る
朝
廷
制
度
史
・
政
治
史
の
考
察

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｋ
〇
〇
九
三
三

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

総　
　

額　
　
　

六
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

遠
藤　

珠
紀

公
家
法
・
公
家
家
法
・
寺
社
法
を
中
心
と
し
た
中
世
法
制
史
料
の
高
度
研
究
資
源
化

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｋ
〇
〇
九
五
六
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研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

九
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
一
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

前
川　

祐
一
郎

近
世
に
お
け
る
朝
廷
中
枢
に
よ
る
門
跡
統
制
の
解
明

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｋ
一
三
三
二
九

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

六
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

助
教　

石
津　

裕
之

平
安
時
代
後
期
政
治
構
造
の
史
料
学
的
研
究

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｋ
一
三
三
三
〇

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

三
九
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
三
〇
万
円
、
間
接
経
費
九
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

助
教　

黒
須　

友
里
江

日
本
中
近
世
外
交
文
書
写
本
お
よ
び
外
交
文
書
集
の
史
料
学
的
研
究

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｋ
一
三
一
七
二

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

総　
　

額　
　
　

九
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
七
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
一
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

岡
本　

真

日
本
近
世
に
お
け
る
政
教
関
係
の
形
成
と
確
立

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｋ
一
三
〇
九
〇

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
四
年
度

総　
　

額　
　
　

一
〇
四
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

助
教　

林　

晃
弘

諸
社
服
忌
令
成
立
に
関
す
る
研
究
―
触
穢
観
念
の
中
近
世
的
展
開
を
視
野
に
―

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｋ
一
三
〇
九
一

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

五
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
二
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員　

小
林　

理
恵

持
続
性
と
利
活
用
性
を
考
慮
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
構
築
手
法
の
開
発

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｋ
一
八
〇
一
四

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

総　
　

額　
　
　

一
〇
四
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
二
四
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

助
教　

中
村　

覚

平
安
時
代
に
お
け
る
時
代
認
識
に
関
す
る
研
究

研
究
費
種
目　
　

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｋ
二
二
〇
一
一

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

六
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
五
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
五
万
円
）

研
究
代
表
者　
　

助
教　

小
塩　

慶

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
と
の
合
意
文
書
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
外
交
文
書
編
纂
の

研
究

研
究
費
種
目　
　

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｋ
二
二
〇
一
二

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
〇
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

五
二
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
四
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
二
万
円
）
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研
究
代
表
者　
　

助
教　

大
東　

敬
典

近
世
の
皮
革
流
通
構
造
と
そ
の
変
容
過
程
に
関
す
る
総
合
的
研
究

研
究
費
種
目　
　

特
別
研
究
員
奨
励
費

課
題
番
号　
　
　

一
八
Ｊ
四
〇
〇
三
一

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

四
九
万
九
〇
七
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
四
九
万
九
〇
七
円
、
間
接
経
費
〇
円
）

研
究
代
表
者　
　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員　

高
垣　

亜
矢

平
安
期
貴
族
社
会
に
お
け
る
禁
忌
意
識
の
構
造
―
服
喪
・
斎
戒
・
物
忌
に
着
目
し
て
―

研
究
費
種
目　
　

特
別
研
究
員
奨
励
費

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｊ
〇
一
六
三
三

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

七
八
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
一
八
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
三
六
万
一
五
七
八
円

研
究
代
表
者　
　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員　

小
林　

理
恵

幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
「
御
家
」
の
存
立
構
造

研
究
費
種
目　
　

特
別
研
究
員
奨
励
費

課
題
番
号　
　
　

二
〇
Ｊ
〇
〇
三
〇
七

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
三
年
度

総　
　

額　
　
　

一
三
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
一
〇
〇
万
円
、
間
接
経
費
三
〇
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　

繰
越
額
三
六
万
七
二
八
五
円

研
究
代
表
者　
　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員　

根
本　

み
な
み

日
本
中
世
後
期
に
お
け
る
宗
教
勢
力
と
社
会
転
換
：
京
都
と
北
陸
地
域
の
関
係
を
中
心
に

研
究
費
種
目　
　

特
別
研
究
員
奨
励
費
（
外
国
人
）

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｆ
二
一
〇
〇
四

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

総　
　

額　
　
　

八
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
八
〇
万
円
、
間
接
経
費
〇
円
）

研
究
代
表
者　
　

�

教
授　

榎
原　

雅
治
（
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員

H
U

A
N

G,�X
iaolong

）

東
寺
執
行
日
記　

第
1
巻　

自
元
徳
2
年
、
至
寛
正
5
年

研
究
費
種
目　
　

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
学
術
図
書
）

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｈ
Ｐ
五
〇
五
九

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年

総　
　

額　
　
　

一
二
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
一
二
〇
万
円
、
間
接
経
費
〇
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

遠
藤　

基
郎

絵
図
の
史
学
―
「
国
土
」・
海
洋
認
識
と
近
世
社
会
―

研
究
費
種
目　
　

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
学
術
図
書
）�

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｈ
Ｐ
五
〇
六
二

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度
（
全
額
を
二
〇
二
二
年
度
に
繰
越
）

総　
　

額　
　
　

二
二
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
二
二
〇
万
円
、
間
接
経
費
〇
円
）

研
究
代
表
者　
　

杉
本
史
子

古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

研
究
費
種
目　
　

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｈ
Ｐ
七
〇
〇
三

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

総　
　

額　
　
　

一
六
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
一
六
〇
万
円
、
間
接
経
費
〇
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

尾
上　

陽
介

大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
平
安
時
代
・
全
文
）

研
究
費
種
目　
　

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｈ
Ｐ
八
〇
〇
五

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年

総　
　

額　
　
　

四
九
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
四
九
〇
万
円
、
間
接
経
費
〇
円
）

研
究
代
表
者　
　

教
授　

山
口　

英
男
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日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ

研
究
費
種
目　
　

研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

課
題
番
号　
　
　

二
一
Ｈ
Ｐ
八
〇
〇
六

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年

総　
　

額　
　
　

六
九
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
接
経
費
六
九
〇
万
円
、
間
接
経
費
〇
円
）

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

渡
邉　

正
男

〇
期
間
延
長
（
新
規
の
研
究
費
の
交
付
は
な
し
）

東
ア
ジ
ア
儀
礼
文
化
の
比
較
史
的
研
究
―
「
物
品
目
録
」
か
ら
の
復
原
的
考
察
―

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

一
六
Ｋ
〇
二
九
九
三

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

稲
田　

奈
津
子

一
四
世
紀
日
本
に
お
け
る
紛
争
解
決
過
程
の
変
容
に
関
す
る
実
証
的
研
究

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

一
六
Ｋ
〇
三
二
五
七

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
六
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

渡
邉　

正
男

中
世
後
期
日
明
関
係
の
人
的
基
盤
の
研
究
―
「
初
渡
集
」「
再
渡
集
」
を
中
心
に

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｋ
〇
三
〇
五
八

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

須
田　

牧
子

中
世
書
状
史
料
論
の
展
開

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｋ
〇
三
〇
五
九

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

教
授　

末
柄　

豊

近
世
大
名
家
臣
家
史
料
の
共
同
分
析
―
多
久
家
史
料
の
読
み
直
し
を
中
心
と
し
て
―

研
究
費
種
目　
　

基
盤
研
究
C

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｋ
〇
三
〇
九
五

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

教
授　

小
宮　

木
代
良

前
近
代
の
和
紙
の
混
入
物
分
析
に
も
と
づ
く
「
古
文
書
科
学
」
の
可
能
性
探
索

研
究
費
種
目　
　

挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）

課
題
番
号　
　
　

一
八
Ｋ
一
八
五
三
四

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

特
任
助
教　

渋
谷　

綾
子

足
利
義
満
期
武
家
政
治
史
の
研
究
―
義
満
の
権
力
確
立
過
程
の
再
検
討
を
中
心
に
―

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究
B

課
題
番
号　
　
　

一
七
Ｋ
一
三
五
二
六

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

助
教　

堀
川　

康
史

幕
府
奥
右
筆
の
分
析
に
よ
る
近
世
国
家
権
力
構
造
の
研
究

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究

課
題
番
号　
　
　

一
八
Ｋ
一
二
四
九
七

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

准
教
授　

荒
木　

裕
行

IIIF

とT
EI

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
翻
刻
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発

研
究
費
種
目　
　

若
手
研
究

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｋ
二
〇
六
二
六

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

助
教　

中
村　

覚

鎌
倉
幕
府
法
研
究
の
再
始
動
―
書
誌
学
的
方
法
に
よ
る
基
礎
研
究
―

研
究
費
種
目　
　

研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

課
題
番
号　
　
　

一
九
Ｋ
二
三
一
〇
四

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度

研
究
代
表
者　
　

助
教　

木
下　

竜
馬



二〇二一年度の活動（0000）31

受
託
研
究

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業

委
託
者　
　
　
　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

研
究
期
間　
　
　

二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
二
年
度

研
究
経
費　
　
　

三
一
八
五
万
円

研
究
担
当
者　
　

教
授　

本
郷　

恵
子

福
岡
市
域
に
関
わ
る
史
料
の
調
査
及
び
研
究

委
託
者　
　
　
　

福
岡
市
史
編
集
委
員
会

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度

研
究
経
費　
　
　

一
〇
九
万
円

研
究
担
当
者　
　

教
授　
　

山
口　

英
男

　
　
　
　
　
　
　

准
教
授　
　

岡
本　

真

賀
茂
別
雷
神
社
氏
人
発
給
文
書
の
分
析
に
よ
る
氏
人
組
織
の
研
究

委
託
者　
　
　
　

賀
茂
別
雷
神
社

研
究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度

研
究
経
費　
　
　

九
一
万
円

研
究
担
当
者　
　

准
教
授　

金
子　

拓

寄
付
金研

究
期
間　
　
　

二
〇
二
一
年
度

受
入
件
数　
　
　

七
件

受
入
金
額　
　
　

九
〇
五
万
円
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